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Ⅰ．労働安全衛生
◆本章の目標
安全に関する基本事項を理解し、上司の指示に従って、①作業員の安全確保、②第三者の安
全確保、のために必要な対策を実施することができる。
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１．基本事項
（1）安全に関する基本事項の理解

①労働安全衛生関係法令
　・労働安全衛生に関する法令の種類と概要
②立地環境
　・事故防止の観点から現場及び周辺環境を確認するための基本事項
③作業手順
　・作業手順書の基本事項と読み取りの留意点
④作業姿勢
　・作業に応じた正しい動作や姿勢の必要性
⑤使用機械・器具
　・作業に応じた基本的な使用機械・工具の種類と留意事項
⑥作業体制
　・指示・責任系統の基本事項と構成員の役割
⑦安全装備
　・作業に応じた基本的な服装・保護具・防護具の種類と基本事項
⑧安全設備
　・作業に応じた基本的な仮設物等の種類と基本事項
⑨危険性・有害性
　・作業における危険性・有害性の内容と除去・低減の基本事項
⑩緊急対応の理解
　・緊急事態の種類と発生時の対応の基本事項

■ハインリッヒの法則

１件の大きな事故・災害の裏には、29 件の軽微な
事故・災害、そして 300 件のヒヤリ・ハット（事
故には至らなかったもののヒヤリとした、ハッと
した事例）があるとされる。重大災害の防止のた
めには、事故や災害の発生が予測されたヒヤリ・
ハットの段階で対処していくことが必要である。
1929 年にアメリカのハーバート・ウィリアム・ハ
インリッヒ (Herbert  William Heinrich) によって提
唱された。

■作業のポイント❶

●作業手順の作成には、次の事項に留意する。
　①当該作業にマッチしたものであること。
　②よい作業の手順であること。よい作業とは安全に、正しく、速く、かつ、楽に行い得る作業である。
　③作業をよく分析すること。
　④分析したステップのうち不要なものを除き、残りについてよい作業を目標に手順と急所を定めること。
●安全点検は、作業前、作業中、作業後を通して必要であり、作業の内容に応じて点検内容、点検箇所、

点検責任者などを定め、必要に応じてチェックリストなどを作成して適切に実施することが重要である。
●事故発生時の対応
　①状況を確認する→被害者の救助→二次災害、三次災害を防ぐ。交通事故は交通誘導が必要。埋設管破

損は火災、爆発の可能性を疑う。機械災害：エンジンや電源を切る。土砂崩壊は周囲に注意を促し、
その場から避難させる。

　②警察、救急への連絡は被害者がいる場合はまず救急へ。警察官が立ち会った場合は必ず警察官の名前
を確認する。状況によっては警察・救急よりも先に現場担当者へ連絡をする。
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２．作業員の安全確保
（1）体調不良等による事故防止

（2）服装・装備の不備による事故防止

（4）工具による事故防止

（3）無理な動作・姿勢による事故の防止

①睡眠不足による事故防止
　・睡眠不足による事故の発生と日常生活の留意事項
②飲酒による事故防止
　・飲酒や二日酔いによる事故の発生と業務禁止の必要性
③薬の飲用による事故防止
　・風邪薬等の服用による事故の発生と服用規定の遵守
④熱中症等による事故防止
　・熱中症の原因、症状、予防、かかってしまった場合の応急処置
⑤体調急変時の応急処置
　・作業中の体調急変の状況と対応策

①適切な作業着等の服装
　・作業着等の種類、購入、着脱、手入れ、保管の留
　　意点（上着、ズボン、地下足袋、安全靴等の履物）
②保護具、防護具
　・保護具・防護具の種類、購入、着脱、手入れ、保管の留意点
　　	（ヘルメット、手袋、安全ベルト、ゴーグル、防塵マスク等）
③作業中の破損時の対応
　・作業中に作業着や保護具・防護具が破損した場合の対応策
④天候変化時の対応
　・現場の天候変化に合わせた服装や装備の着脱の留意点

①使用中の事故防止
　・現場での工具の使用中の事故の原因と防止策
②未使用工具の事故防止
　・現場での未使用中の工具による事故の原因と防止策
③準備・点検中の事故防止
　・工具の準備、運搬、点検、保管時の事故の原因と防止策

①準備体操
　・始業前の準備体操の留意点
②作業の基本動作と姿勢
　・作業に応じた正しい動作と姿勢の留意点

《造園作業の服装》

ヘルメット

上着

手袋

作業ズボン

地下足袋か
安全靴

ヘルメット

地下足袋と脚絆
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（5）機械による事故防止

（6）危険物による事故防止

（7）高所からの転落事故防止

（9）緊急時の対応

（8）落下物・転倒物・飛散物・散乱物による事故防止

①使用中の事故防止
　・現場での機械の使用中の事故の原因と防止策
②未使用中の事故防止
　・現場での未使用中の機械による事故の原因と防止策
③準備・点検中の事故防止
　・機械の準備、運搬、点検、保管時の事故の原因と防止策
④免許・資格，就業制限
　・使用に際して免許や資格が必要な職務等の種類と基本事項

①電線
　・電線への接触や切断防止による事故の原因と防止策
②ガス管
　・ガス管の破損による事故の原因と防止策
③燃料等の取り扱い
　・ガソリンなどの燃料による事故の原因と対応策
④薬品の取り扱い
　・農薬などの薬品による事故の原因と防止策
⑤火気の取り扱い
　・現場や作業所における火災の原因と防止策
⑥免許・資格，就業制限
　・使用に際して免許や資格が必要な
　　危険物の種類と取り扱いの留意点

①樹木からの転落
　・樹木からの転落による事故の原因と防止策
②脚立等からの転落
　・脚立等からの転落による事故の原因と防止策
③トラックの荷台からの転落
　・トラックの荷台からの転落による事故の原因と防止策
④作業床からの転落
　・作業床からの転落による事故の原因と防止策

・事故発生時の緊急連絡、応急処置、
　　　　　　　　　　　　諸官庁への連絡

①落下物による事故防止
　・剪定枝や工具等の落下による事故の原因と防止策
②転倒物による事故防止
　・脚立やバリケード、仮置き資材等の転倒による事故の原因と防止策
③飛散物による事故防止
　・石材加工や草刈リで発生する飛散物による事故の原因と防止策
④散乱物による事故防止
　・石や空き缶などの散乱物による事故の原因と防止策

■枝が折れやすい樹種
　アカマツ、クロマツ、ウメ、カキノキ、クスノキ、コ
ブシ、シイノキ、シダレヤナギ、ハナミズキ、ヤマボウ
シ等
　以上の樹木に登って剪定作業等を行う場合は、特に注
意が必要となる。ヘルメット、安全ベルトの装備は当然
のこととして、枝の先端に重心がかかったり、一枝のみ
に重心がかかったりしないように、できるだけ枝の付け
根の部分に足をかけて作業をすることが望ましい。

■ 2 丁掛けの安全帯

　樹上での剪定作業では、安全帯を付け替えることがし
ばしば発生する。特に樹木に登るときや降りるときには、
安全帯を使用していても危険な状況となる。特に近年で
は、安全帯をかけていた枝が突然折れて転落したり、樹
上より降りるときに転落したというような事故が多く発
生しており、街路樹管理作業では 2 点支持の安全帯使用
が義務となっている現場も多くなっている。
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■作業のポイント❷

《工具等災害の防止》
●工具等の管理
　・使用前の点検や手入れを十分に行うとともに、できれば整備保管の担当者を定めることが必要である。
●使用中の管理
　①使用中の手工具の置き場所に注意する。刃物類は刃を表にしない。
　②工具等使用に対する教育訓練を十分に行う。
●工具等の使用上の留意事項
　①性能を十分に知っておくこと。
　②その作業に適したものか、具合の悪いところがないかよく調べること。
　③本来の用途以外には決して使用しないこと。
　④正しい方法で使用すること。
　⑤整理して使用すること。
　⑥使用後は必ず点検し、必要があれば修理しておくこと。
●電動工具の使用上の留意点
　・近年の造園作業では、チェンソー、ヘッジトリマー、サンダーなどの電動工具が日常に使用されてい

る。このような工具は便利な反面一度操作を誤ると危険であるので、十分注意して取り扱うこと。
　・チェーンソー、ヘッジトリマー使用前に必ずチェーンや刃を点検する。作業着の巻き込みに注意し、

刃を下におろした時は足に気をつける。移動の場合は、運転を止め（止まったことを再確認）、使用
の際は高速の空運転をしない。

《機械災害の防止》
●一般的措置
　①スイッチ等の動力遮断装置は、作業者がその作業位置を離れることなく操作できる位置に設けること。
　②スイッチ等は、容易に操作でき、かつ、接触、振動等のため不意に機械が起動するおそれのないもの

とすること。
　③危険の内容に応じて、カバー、遮蔽板等を設けること。
　④機械や機械の刃部の掃除・修理等を行う場合は必ず機械を停止すること。この場合起動装置に施錠す

るか、または標示板を取り付けることを忘れてはならない。
●運搬機械等（クレーン、ブルドーザ等）
　※クレーン、ブルドーザ等については、とくに次の事項が重要である。
　①所定の規格、検査等に合致したものを使用すること。
　②運転は、運転する資格を有する者が行うこと。
　③点検整備を定期的・組織的に行うこと。
　④作業実施上の安全のための作業手順を作成し、これにしたがって作業を進めること。
　⑤所定の安全装置等を取り付けること。

《電気災害の防止》
●電気機械器具関係
　①配線、移動電線、開閉器類およびすべての電気機械器具には絶縁被覆、絶縁カバー、囲い等を完全に

行う。
　②アースを確実にとること。
　③使用前に十分な点検を行うこと。
●活線作業または活線近接作業
　・造園技能者が自ら活線作業を行うことは危険なので、電工にまかせるべきである。しかし、活線付近

での作業はさけることができないこともあるので次の事項に留意すること。
　①活線に近接して工事やクレーンの使用を行うときは、工事用防護管を電線に施すこと。
　②電気用安全帽、電気用ゴム手袋、ゴム長靴等の保護具を必要に応じて使用すること。
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■作業のポイント❸

《墜落災害の防止》
　・高所からの墜落による災害、特に死亡災害は、全産業を通して多く、建設業の死亡労働災害では墜落

災害が全体の約 45％を占めている。また造園業でも死亡災害の 50％を占めている。
　・これを防止するには、次の事項に留意することが必要である。
●一般的な墜落災害の防止
　①高所作業をできるだけ少なくし、地上でできる作業は、地上でやれるよう工法等を工夫すること。
　②作業床を設けて安全に作業が行えるようにすること。例えば、足場の設置、ローリングタワーの使用

等が望まれる。
　③作業床は、十分な広さ、強度を必要とし、なお必要な箇所に手すりを設けること。
　④安全な作業床を設けられないときは、安全帯ないし墜落防止用ネット等を使用すること。高木剪定で

は、高所作業車の利用も考える。
●脚立、脚立足場上での作業
　①脚立は、丈夫で、脚と水平面との角度が 75 以゚下で、開き止め金具がついており、踏面が適当な広さ

で設けられているものを使用すること。
　②脚立はすべったり、傾いたりしないように据え、かつ開き止め金具をかけること。
　③脚立足場では、スパンをあまり広くとらないこと。
　④脚立にかけわたす足場板は丈夫なものを使用し、かつ、たわみがあまり大きくならないようにするこ

と。
　⑤脚立足場の作業床の幅は 40cm 以上とすること。
　⑥脚立足場の足場板は脚立に結束すること。
●はしご上の作業
　①はしごは、幅 30cm 以上の丈夫なものを使用すること。
　②はしごには、すべり止めを設けること。
　③はしごは、平面に対して 75 以゚下にかけることを原則とし、かつ、はしごの上部が 60cm ぐらい上方

に出るようにすること。上部を転倒しないように、ロープで固定する。
　④はしごの昇降の際には、手に物を持たないようにすること。
　⑤通路に面したところにはしごをかけるときは、通行者にわかるよう警戒標識を設けること。
●立木上の作業
　①立木の上での作業は、十分な経験者に行わせること。
　②立木が腐っていないことを確認すること。
　③枝につかまったり足をかけたりする場合には、腐って折れないことを確認すること。
　④安全帯等を使用すること。
　⑤枝を切り落とす際は樹下の安全を確認すること。
　⑥３m 以上の高所より枝を落とすときはロープなどで誘導すること。
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（1）人身事故及び対物事故の防止
①車両通行に伴う事故防止
　・事故の原因と関係法令遵守、誘導員の配置等の防止策
②駐停車に伴う事故防止
　・事故の原因と駐車表示、ブレーキ、
　　　　　　　　傾斜地での輪留め等の防止策
③危険区域への立入り禁止
　・事故の原因と立入防止柵、誘導員の配置等の防止策
④積載物の落下防止
　・事故の原因と荷造り、ロープがけ等の防止策
⑤落下物による事故防止
　・事故の原因と剪定枝の
　　　　　落下防止のシート・囲い等の防止策
⑥転倒物による事故防止
　・事故の原因と仮囲い、仮結束の点検等の防止策
⑦飛散物による事故防止
　・事故の原因と飛散防止シートの設置等の防止策
⑧散乱物による事故防止
　・事故の原因と残材、廃材の整理整頓、
　　　　　　　　　清掃、後片付け等の防止策

３．第三者の安全確保
（2）工作物等の損傷防止

①架線類の損傷防止
　・電線・電話等の損傷の原因と防止策
②地下埋設物の損傷防止
　・ガス管、上下水道管の損傷の原因と防止策
③建築物・工作物の損傷防止
　・屋根、フェンス等の損傷の原因と防止策

（3）緊急時の対応
・事故発生時の緊急連絡、応急処置、
　　　　　　　　　　　　　　諸官庁への連絡

参考資料❶：スズメバチ対策

　作業中にスズメバチの巣に気づかず、刺されることがときどきある。刺されると死に至るケースもあ
るので、以下のような対策を講じることが望ましい。

■スズメバチに刺されないために
①蜂の巣がないか、蜂が飛んでいないかを確認。
②蜂は黒い服を好むので、白い作業服を着用。
③蜂は香水や整髪料のにおいに敏感なので、ヘアースプレーなどを使用しない。
④蜂は甘いものを好むので、甘いジュースなどの缶はトラックなどに収納しておく。

■蜂に刺されてしまったら
①とにかく 30 ｍは現場から離れる。刺されたその場で刺されたところを吸い出したりすると、フェロモ

ンが出てドンドン蜂が集まってくる。
②刺されたところを手でこするのは厳禁。水でよく洗い流し刺さった針を取り患部に軟膏などを塗る。

針が刺さっている限り痛みが強烈。
③気持ち悪くなったりした場合はすぐに病院へ行くか、重傷の場合、救急車を呼ぶ。

※蜂に弱い人は検査を受けることを勧める。蜂の毒で『アナフィラキーショック』というアレルギー反
応を起こすことがある。若い時は蜂に刺されても何ともないが、年をとるにしたがってアナフィラキー
ショックを起こしやすくなり死に至ることもある。特に蜂に刺されると気分が悪くなる人は一度検査
を受ける必要がある。病院で、自分がどの程度蜂に弱くなっているか血液検査で調べることができ、
免疫力を増す注射治療もできる。
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参考資料❷：近年の造園施工現場における事故の事例

《初級者（新入社員）が起こしやすい事故事例》
・木バサミや剪定バサミで枝を切らずに自分の指を切る。
・落とした枝を細かくしているときにナタなどで指を切る。
・刈り込みバサミを脚立にかけていることを忘れて、脚立から降りるときに太ももを傷つける。
・脚立からの転落（ヘルメットを着用していない、安全ベルトを着用していない）。

《樹木の剪定作業中の災害事例》
（１）寺院庭園においてシラカシの剪定中、枝が折れて高さ５ｍより首から転落。ヘルメットは着用し

ていたが、安全帯は未着用。
（２）マツの手入れ中、枝が突然折れて 10 ｍから転落して死亡。ヘルメット、安全ベルト共に着用して

いた。
（３）マンションのベランダの緑地管理を終えて、次の階に移るときに足を取られて転落し、２時間後

に死亡。ヘルメットを着用していたが、移動の際は安全保護具は役に立たない。確実な行動を取るこ
とが必要。

（４）塀の上から飛び下りる際、無理をしたために負傷し、６カ月の休業。高齢者の高所作業には注意。
（５）庭木の手入れ中に脚立（1.8 ｍ）から転落して死亡。脚立作業中は安全ベルトを使用しにくい。脚

立を立てる位置場所、脚の角度など、脚立の安全確認が必要とされる。
（６）ケヤキの吊るし切りをしていたところ、吊ったロープが切れて、枝が落下し、下にいた作業員が

頭部を負傷。ロープの事前確認をしっかりと行い、かつ上下作業はしないこと。
（７）公道上に脚立を立て剪定中、自転車にぶつけられて倒れて重傷を負う。剪定中である掲示をする

ことが必要。

《機械の使用時の災害事例》
（８）トリマー使用の刈り込み作業で、トリマーが太ももにあたって負傷。１カ月の休業。
（９）剪定枝をチップしている最中に、湿った枝が詰まったので取ろうとして、チッパーの刃で右手指

を負傷。
（10）草刈り作業中、刈払機が小石を飛ばし右目に当たって負傷。１年間の休業。
（11）草刈り作業中、同僚の回した草刈り機の刃に接触して負傷。右手の指を骨折し 10 カ月の休業。
（12）刈払機で公園内の草の刈り払い作業中、草の陰にあった小石に刈刃が当たり飛んだ小石が左目を

直撃し失明。

※（10）〜（12）の事故は、①転石や空き缶が落ちているなど地面の状態に注意せず、力を入れて草刈
り機や刈払機を大振りしたこと、②刈払機の飛散防護カバーを外していたこと、③防塵眼鏡（ゴーグル）
を使用していなかったこと、などが原因として起こっている。



11

■安全ベルトについて

《安全ベルトの必要性》
　墜落災害は、高木剪定などの高所作業が多い造園業
においても多発している。これを防止するための設備
の改善はもちろんだが、高さ２ｍ以上の高所作業では
必ず安全帯を使用すること。
　「労働安全衛生法第 21 条 2 項」に、「事業者は、労働
者が墜落するおそれのある場所、土砂等が崩壊するお
それのある場所等に係る危険を防止するため必要な措
置を講じなければならない」と定めている。さらに「労
働安全衛生規則第 518 条」では、「高さが２メートル以
上の箇所の作業で、作業床（足場）を設けることが困
難なときは、防網を張り、労働者に安全帯を使用させ
る等、墜落による労働者の危険を防止するための措置を
講じなければならない」という事柄が規定されており、
事業者に安全帯の使用を明確に求めている。
　安全帯は大きく分けて、腰ベルトタイプとハーネスタ
イプがある。ハーネスタイプのほうが墜落時に内蔵への
圧迫が軽いが、高木の剪定作業などの場合は動きやすさ
を考慮して腰ベルトタイプを使用することが多い。

《安全ベルト使用の注意点》
　安全帯の使用にあたっては以下の事項に注意し、より

安全性を求めなくてはならない。
●胴部ベルトは腰骨の上のあたりで締めること。
　腰骨の上あたりより低い位置で締めると抜け落ちる危

険性があり、高い位置で締めると墜落時に内臓を圧迫する怖れがある。
●フックは高い位置に掛けること。
　低い位置にフックを掛けると落下距離が増大して危険。
●墜落時の衝撃によってフック本体が折れ曲がらないような掛け方をすること。
●墜落時に、振り子状態が発生して構造物に衝突しないような箇所にフックを取りつける。
●枝などの支持物に奥までフックを通さず、先端のみで掛けると危険である。
●ロープは鋭い角に触れないようにすること。
　墜落時の荷重により、ロープが切断する恐れがあるためである。どうしても触れてしまう場合は、角

の部分にタオルなどのあてものをしておくことも一つの解決法。
●ベルトやロープに少しでも磨耗や切れ、型くずれ、キンクなどの損傷があるものは使用してはならない。

またバックルやフックも少しでも不具合があるものは使用してはならない。
　１度でも大きな荷重が加わった安全帯や異常のある安全帯は廃棄すること。 見た目では判断できない

劣化を生じていることがある。
●安全帯の交換時期は、ロープが２年（負荷がかかったことがなくても紫外線劣化の場合もある）、その

他の部分は３年を目安にする。
　安全帯に縫い付けてあるネームに使用開始年月日を記入し，交換時期の目安にするとよい。

造園専用安全帯

腰ベルトタイプの安全帯の装着



 Ⅱ．共通作業
◆本章の目標
上司の指示に従い、①準備工、②位置出し、③整地、④後片付け、ができる。そのために必
要な基本事項を理解し、安全に留意して機械・工具を適切に使用することができる。

１．準備工
（1）労働安全衛生の確認 （2）事業所での準備

①事故防止の急所
　・トラックの荷台からの転落・転倒防止
　・道板・さん橋からの転落・転倒防止
　・交通事故防止

①資材の準備（各工事参照）
　・種類、数量、品質、荷造りの確認
②機械・工具の準備（機械・工具一覧参照）
　・種類、数量、性能、荷造りの確認
③積み込み
　・積載の重量、規格・形状の確認
　・制限外積載の許可事項の確認
　・人力積み込み
　・シートがけ
　・ロープがけ
　・ロープの結び方
　・道板、さん橋の使い方

※道板
　工事現場の中で、通行のために敷かれる幅 30cm
長さ 3.6 ｍ程度の仮設の板。かつては軽い杉板が使
われていたが、重いベニヤ製に変わり、現在ではア
ルミ製が主流。

※さん橋
　作業員の通路や資材運搬路に組み立てた仮設物。
丸太やパイプなどで組み立てて道板などを敷いて、
墜落防止に手摺を取りつける。

■南京結びの結び方

❶
Ａ

Ｂ

ａ

端の方向に２つの輪ＡＢ
をつくり、折り返し部ａ
を輪Ａに通す。

❷

Ｂ

端をフック
などに掛け
てから輪Ｂ
に通す。

ａ

❸

端を強く
引いて荷
を引き締
める。

❹

❺

輪になった部分を
ひと結びなどで固定
する。

解
く
と
き
に
は
端
を
引
い

て
フ
ッ
ク
か
ら
は
ず
し
、

ａ
を
輪
か
ら
抜
け
ば
、
簡

単
に
ほ
ど
け
る
。

端を引け
ば解ける

ａ

端を引き解
け結びやふ
た結びで縛
り固定する。
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２．位置出し
（1）基本事項の理解

（3）位置出しの実施

（2）労働安全衛生の確認

（3）運搬

①位置出しの知識
　・方法、手順　　・機械、工具
②設計図書の判読
　・平面寸法、高さ

①位置出し
　・基準杭、引照杭の設置
　・水平点の割り出し
　・水平、垂直方向の目視
　・距離の目測
　・正確な測定
②遣方（丁張り）
　・水杭、水貫の設置
　・杭をイスカ（やはず）切り
　・墨出し
　・水糸張り

①事故防止の急所
　・掘削に伴う地下埋設物の破損

①車両の運転
　・通行ルート、規制の確認
　・安全走行

（4）現場での準備
①荷下ろし
　・ロープの解き方
　・ロープのはずし方
　・シートのとり方
　・人力積み下ろし

❶ ❷ ❸

■フックへの止め方

Ａ「うのくび結び」+「ひと結び」による止め

❶ ❷ ❸

Ｂ「ふた結び」による止め

■引照杭
　引照杭は、逃げ杭ともいい、特に重要な位置を示
す杭や、施工中に埋ったり、掘り取られたりする恐
れのある杭について、後でその位置を確認できるよ
うに、少し離れた位置に別な杭を打ち、元の杭の位
置が分かるようにするものである。２本の直線の交
点として表わす方法と、三角形の頂点として表わす
方法とがある。

■引照杭の打ち方
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■作業のポイント❶

《位置出しと遣方づくり》
●基本的な遣方は、水

み ず ぐ い

杭と水
み ず ぬ き

貫からできている。遣方は、まず構造物の位置に縄張りを行い、通常、そ
れをつくるのにじゃまにならない所で、かつできるだけ近い位置に設けるようにする。水杭を打ち込
んだ後は、まずその水杭に基準になる水平面を示す印を墨でつけ、これを目印に、水貫を水平に打ち
つける。次いで、その水貫上に水平位置（平面的な位置）を示す印をつけ、そこから水糸を張る。

仮の支持棒

水糸

水平器《遣方の方法①》 《遣方の方法②》

■作業のポイント❷

《水糸の結び方の例》
　　水糸は一般に「巻結び（うのくび）」で結ばれる。糸の両端に同じ力が加わっている限りほどけないが、

どちらかがゆるむと簡単にほどける。

簡単な巻き結び

【一口コラム①】水糸、水杭、水貫はなぜ「水」がつくか？
　水糸、水杭、水貫などには、「水」がつくが、この水は “water”
ではなく “level” すなわち「水平」を意味する。ただし昔は水平
面を求める際に、角材に溝を彫って水を入れて水平を定める「水
盛り法」が行われていた。そう考えると「水」は “water” の名
残りといえなくもない。

かつての「水盛り法」による水平出し
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３．整地
（1）人力による整地

①粗整地
　・レーキを用いた整地
②地均し
　・こうがい板、地ごてを用いた整地

【一口コラム②】なぜ水杭はイスカ切りにするのか？
　水杭の頂部をイスカ切りにするのは、打った後に杭が上下してレベ
ルが狂うのを目視によって防ぐためである。杭の頭を誤って叩いてし
まったり、物が当ったりすると杭の頂部のイスカの部分が変形するの
で、レベルが狂ったことがすぐにわかる。
　ちなみにイスカ切りの「イスカ」は、漢字で「交喙」と書き、食い違っ
て交差するくちばしをもつ鳥の名から来ている（右写真）。このくちば
しはマツやモミの実を食べるのに便利ということである。 食い違うくちばしを持つイスカ

■作業のポイント❸

《こうがい板による整地》
●均す、削る、掻く、突くなど状況にあわせて使い分けることができる。
●土や砂を叩いたり、土粒をつぶしたり、均したりなどの仕上げ作業。特に景石や飛石の周囲の地際を

きれいに仕上げることができる。
●景石や飛石の周囲の土を突き込んだり、ほじくったりする作業。
●施工物の簡単な位置を地面に描く。

《こうがい板の刃の付け方》
●こうがい板の刃は、１枚板（長さ 25cm 内外×幅 10cm 内外×厚さ１cm 内外）でつくる台形（斜辺の

先端角度は 30 〜 45 度）の長辺を斜めに削って付ける。右利き用、左利き用で刃の向きを変える（下
の図および写真は右利き用）。

25cm内外

10cm
   内外

こうがい板 こうがい板の持ち方の例
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■作業のポイント❹

《手ぼうきをつくる》
　杉苔や敷砂などの上の落葉やゴミを払ったり、飛石や敷石の上についた塵や土を払ったりする、柄の
ない小型のほうきで、竹穂を束ねて手製でつくられることが多い。
　ここでは竹ぼうきをほぐして、手ぼうきをつくる方法を紹介する。
　

❶竹ぼうきとペンチ、ニッパ、針金、銅線などを用意。
１本の竹ぼうきから２本の手ぼうきができる。

❸基準の棒をつくり、穂を使いよい長さに穂先から
切りそろえる。

❺そろえた節の元から 3 節目までの穂を切り落とし、
手の大きさに合わせる。普通は 130 本〜 150 本ほど。

❼元の切口をヤスリ等でこすり、あたりの無いよう
にする。針金で束ねた上から化粧として銅線を巻く。

❷ペンチやニッパで、竹ぼうきを分解して、穂と柄
の部分に分ける。

❹穂の長さは 40 〜 50cm ほどが使いやすい。

❻穂を自分の使いやすい太さにそろえて、節間を２
カ所、針金できつく巻いて束ねる。

❽手ぼうきの完成
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（4）事業所での後片付け
①荷下ろし
　・ロープの解き方　　・ロープのはずし方
　・シートのとり方　　・人力積み下ろし
②未使用資材の片付け
　・植物資材の整理　　・土石
　・その他の整理
③残材、発生材の片付け
　・リサイクル資材の処分　　・廃棄物の処分
④機械・工具の手入れ・保管
　・点検、整備　
　・クリーニング、刃物の消毒
　・研磨　　・保管　　・施錠

４．後片付け

（1）労働安全衛生

（3）運搬

（2）現場での後片付け

①本工事における事故防止
　・トラックの荷台からの転落・転倒等防止
　・道板・さん橋からの転落・転倒防止
　・資材、機械の移動等における事故防止
　・荷崩れによる事故の防止
　・交通事故の防止

①車両の運転
　・通行ルート、規制の確認　　・安全走行

①資材の整理
　・未使用の資材の整理　　・不要資材の選別
②機械・工具の後片付け
　・種類、数量等の確認
　・簡易なクリーニング
③積込み
　・積載重量の確認
　・制限外積載の許可事項の確認
　・人力積み込み　　・シートがけ
　・ロープがけ　　・ロープの結び方
　・道板、さん橋の使い方
④掃除（現場及び近隣）
　・残材、廃棄物の片付け　　・はき掃除

【一口コラム③】一輪車はなぜ「猫車」と
　　　　　　　　　　　　　呼ばれるか？

　土砂やセメントを運ぶ手押しの一輪車のこと
を通称「猫車」あるいは「ネコ」と呼ぶが、
その語源は諸説ある。主な説は以下の通りで
ある。

①建設用語で狭い足場を「猫が通るような」と
いう意味で「猫足場」といい、そこを通るこ
とができる車なので「猫車」と呼ばれるよう
になった。

②漆喰を練った「練り子」を運ぶために用いら
れたので、略して「ネコ車」になったとする
説。

③逆さに伏せると丸まった猫の背中に似ている
ことから、「猫車」と呼ぶようになったとす
る説。

④猫のようにゴロゴロと音をたてることから、
「猫車」と呼ぶようになったとする説。

　このうち、最も有力と考えられているのは、
①の「猫足場」の説である。ちなみに英語で
も狭い通路を “catwalk” という。
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【工具一覧】

■共通工事の工具
　・シート：トラックの荷物を覆う
　・ロープ：荷物を固定する
　・道板、さん橋：荷揚げ、荷下ろしの足場にする
■位置出しの工具
　・巻尺：距離を測る
　・ポール：位置、高さを示す
　・距離計：距離を測る
　・水平器：水平を見極める
　・勾配器：垂直を見極める
　・スコップ：杭を設置のための穴を掘削する
　・両刃ノコ：杭や垂木を切る
　・胴つきノコ：イスカ（やはず）を切る
　・掛矢：杭を地中に強く打ち込む
　・木づち：杭を地中に軽く打ち込む
　・金槌：杭と貫を釘で固定する
　・つき棒（きめ棒）：杭を据え付ける
　・水糸：水平や作業範囲の位置を示す
　・墨つぼ：墨だしをする
■整地の工具
　・こうがい板：地表面をきれいに仕上げる
　　　　　　　　地表面を均す
　・地ごて：地表面を整形する・地表面を均す
　・レーキ：地表面を均す
■後片付けの工具
　・くまで（熊手）：剪定クズ等、現場の発生材を
　　　　　　　　　  かき集める
　・たけぼうき（竹箒）：ゴミやちりを掃き集める
　・てぼうき（手箒）：細部のゴミやちりを集める
　・といし（砥石）：道具を研磨する
　・み（箕）：集めたゴミやちり、発生材を入れる

掛矢 木づち

墨つぼ

胴つきノコ

数々の清掃用具
上から箕、シュロぼうき、庭ぼうき、熊手（大小）、
手ぼうき、竹ぼうき。

■道具の使い方①

《水平器》
　施工する構造物の水平の状態を確かめるために使う器具。木
製または鉄製の細長い定規の中程に気泡管を入れ、気泡管の気
泡を真ん中にすることによって水平をとる。最新式の万能水平
器は水平のほかに、垂直、45 度を確認できる。
　造園工事では、竹垣の製作、飛石、敷石や石積みなどを施工
する前の遣方づくりなどに利用される。遣方づくりでは、飛石、
敷石等の高さを決めるために水糸を張るときに利用し、竹垣づ
くりでは、立子の頭部の高さを決めるため水糸を張るときに利
用する。実際に飛石や敷石を据える際にも、石の表面に水平器
を置き、つねに水平を確認しながら作業をする。
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 Ⅲ．植物の維持管理
◆本章の目標
上司の指示に従い、①高中木の管理、②低木・生垣の管理、③芝生の管理、④下草の管理、
⑤草花の管理、⑥草刈り・除草、ができる。そのために必要な基本事項を理解し、安全に留
意して機械・工具を適切に使用することができる。

１．高中木の管理
（1）基本事項の理解

①高木の知識
　・種類、形状、特性
②資材の知識
　・肥料の種類、特性
　・支柱材（竹・丸太・シュロ縄）の種類、特性
　・幹巻き材（緑化テープ）
③管理の知識
　・管理の目的、内容、手法、適期等
　・手順　　・機械、工具
④管理計画書の判読
　・対象とする高中木
　・管理の内容と手法

（2）労働安全衛生の確認
①事故防止の急所
　・樹上や脚立等からの転落防止
　・剪定枝の落下による第三者への事故の防止
　・電線の切断による事故の防止

樹冠

枝張り（W）

幹周（C）

側根 細根

直根（主根）

枝
下
高 1.2m

樹
高（
Ｈ
）

樹冠：樹木の枝先がかたちづくる外周全体をいう。
樹形：樹木の特性、樹齢、手入れの状態によって
生ずる幹と樹冠によって構成される形。
樹高〔略称：Ｈ〕：樹木の樹冠の頂端から根鉢の上
端までの垂直高をいい、突出した枝は含まない。
幹周 ( 目通り )〔略称：Ｃ〕：地上 120cm の高さ（ほ
ぼ胸の高さ）で計測した幹の周囲の長さをいう。
この部分に枝が分岐しているときは、その上部を
測定する。株立ちのように根元から何本もの幹が
生じているものに関しては、官公庁などの仕様書
では、それぞれの幹の幹周を合計して、その７割
の数値をもって、当該樹木の幹周とする。
枝張り〔略称：Ｗ〕：樹木の四方面に伸長した枝の
幅をいう。一部の突出した枝は含まない。測定方
向により幅に長短がある場合は、最長と最短の平
均値とする。

■樹木の基本形状
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（3）管理の実施
①灌水
　・養生期の灌水
②剪定の種類
　・枝おろし、枝透かし、切り戻し、刈り込み
　・太枝の防腐処理
③切除すべき枝
　・徒長枝、ひこばえ、からみ枝、胴吹き、その他
④マツの管理
　・みどり摘み、もみあげ（古葉ひき）
⑤タケの管理
　・間引き、林床管理
⑥施肥
　・寒肥、芽だし肥、お礼肥え
⑦支柱、方杖
　・結束直し、撤去
⑧幹巻き
　・巻き直し、撤去
⑨根切り
　・根切りの必要性と方法（成長抑制と開花促進）
⑩枯損木等撤去
　・掘り取り、埋め戻し
⑪掃除
　・剪定枝の片付け、掃除（敷地内および近隣対策）
⑫その他
　・雪吊り、風除け、霜除け、緊急対応

■作業のポイント❶

《剪定の種類》
●枝おろし
　太い枝を幹の付け根からノコギリで切り落と
す方法。木を小さくまとめる場合や、木を移植
するときに、枝葉を少なくして蒸散と根からの
吸収のバランスをとる目的で行われる。

●枝透かし
　伸びすぎたり込みすぎている枝を枝元から切
り除き、樹形を整えるとともに、通風や日照を
良くして光合成を促進させ、枯れや病虫害を防
ぐことを目的とする剪定方法。切る程度や枝の
大小によって、大透かし（荒透かし）や小透か
しがある。

●切り戻し
　伸びすぎた枝を途中で切りつめて樹形を整
え、その切った部分から新梢を出させる剪定方
法。樹形の縮小と同時に枝を若返らせ、樹勢を
回復させるのに効果的な剪定である。

■作業のポイント❷

《忌み枝の種類》

小透かし 中透かし 大透かし（荒透かし）

〈枝透かしの程度〉

剪定前
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■作業のポイント❸

《マツ類の剪定》
●みどり摘み
　マツ類特有の剪定で、毎春、枝先に生じる数本の新芽（みどり）が、枝になり葉が開く前に、毎年５
月頃に元から摘み取って枝数を少なくしたり、途中から折り取って伸長を調整する。 
　摘み方は、通常ハサミを用いないで、指先で摘み取る。長めの枝にしたい芽は芽先を３分の１程度摘
み取り、伸ばしたくない芽は３分の１程度を残して摘み取るようにするのがポイント。１カ所に新芽の
本数が多いときは、３本くらい残して、あとは元から摘み取るようにする。
●もみあげ（葉むしり）
　もみあげは、毎年 10 月頃、今年
の葉を残しその下部の古葉を手でも
むようにして取り除く作業で、上枝
の葉を減らし下枝にも十分日光が当
たるようにするのが目的。一般的に、
本年枝の枝先に 30 〜 40 本（15 〜
20 対）ほど残し、枝元と前年枝の
葉はすべてもみ取るようにする。 〈マツのみどり摘み〉

もみあげ前 もみあげ後

〈マツのもみあげ〉

ミツ
真ん中の最も
生長のよい芽
をミツと呼
び、通常は元
より摘み取る

摘
み
取
る
部
分

【一口コラム④】地方色のあるマツの手入れ
　マツの手入れに関して、関東以北では、みどり摘みやもみあげをしっかりと行い、芽数を少なくして
小枝を見せるようにするのが一般的である。
　しかし、九州などでは、みどりが伸びる前に春に出た芽を元から摘むような手入れを行っている。こ
うすることにより 7 月頃に出る土用芽を短く密生させる。盆栽のようにわさわさと小さな芽をたくさん
出させるのである。そして冬にこれらの芽を間引いて整枝する。これを繰り返してマツの樹形をつくり
上げる。
　雪の多い北国では、九州のように枝を密生させてしまうと、全体に雪がかぶり枝が折れてしまう。こ
のようにマツの手入れ法には代々伝えられている地方色があり、それはその地方の気候や風土が生み出
したものということができる。

■作業のポイント❹

《施肥の方法》
●環状施肥：木の周囲に幅・深さともに 20cm ほ
どの溝を環状に掘り肥料を与える、最も一般的な
方法。溝を掘る位置は一番長く伸びている枝の真
下を目安にする。
●つぼ状施肥：木と木の間隔が狭いときなどに行
われる方法で、木の周りに深さ 50cm 程度のつぼ
状の穴を掘り、肥料を埋めておく方法。
●放射状施肥：側根と側根の間に沿って、根元か
ら放射状に溝を掘って肥料を与える方法で、主と
して浅根性の木に行われる。溝の位置は１年ごと
に変える。
●全面施肥：樹冠の下一面に肥料をまき、浅くす
きこむ方法で、衰弱した木に行われることが多い。
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■作業のポイント❺

《防寒・防雪》
●ワラボッチ：主にボタンやセンリョウ、マンリョウなどの常緑小低木や下草類に施されることが多い。

ワラボッチの基本的な構造は、割竹などでテントのような骨格を組み、そこにコウモリ傘のように編
み込んだワラ束をかぶせたものである。なかの
庭木が見えるように正面に窓を開く場合もあ
る。また、まったくの装飾用として、庭木のな
いところにつくられることもある。

●雪吊り：北海道や東北、北陸など、冬期の積雪
量が多い地方で、枝折れ防止と装飾を兼ねて、
主としてマツ類に行われる（関東以西の温暖な
地方でも観賞目的で行われている）。幹に添っ
て支柱を立て、その先端に結ばれた縄で各枝を
吊るような構造となっている。

ワラボッチ 雪吊り

２．低木・生垣の管理

（1）基本事項の理解
①低木・生垣の知識
　・種類、形状、特性
②資材の知識
　・肥料
　・霜除け・雪囲い・日除け用の資材
③低木・生垣の管理の知識
　・管理の目的、内容、手法、適期等
　・機械、工具
④管理計画書の判読
　・対象とする低木、生垣
　・管理の内容と手法

（2）労働安全衛生の確認
①事故防止の急所
　・刃物、機械の誤操作による事故の防止

■刈り込みバサミの使い方

　右利きの場合、左手は固定し、右手だ
けを内側に絞り込むように動かすとムラ
なくきれいに刈り込むことができる。

左手は固定

右手のみ
動かす
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（3）管理の実施
①灌水
　・養生期の灌水
②剪定
　・刈り込み、枝透かし、切り戻し
③施肥
　・寒肥、芽だし肥、お礼肥え
④支柱（布掛け、竹垣・胴縁等）
　・結束直し、撤去
⑤枯損木等撤去
　・掘り取り、埋め戻し
⑥補植
　・植穴掘り、植え込み、埋め戻し
⑦掃除
　・剪定枝の片付け、掃除（敷地内及び近隣）
⑧その他
　・霜除け、雪囲い、日除け

■作業のポイント❻

《生垣の刈り込み》
　生垣は側面を下の方から刈り込み幅を決めて、徐々に上へと刈
り込む。樹木の一般的な特性として、下枝の方が上枝よりも萌芽
力が弱い傾向にあり、上の方で幅を決めると、必要以上に下を深
く刈って下枝が枯れてしまうためである。
　次に生垣の左右両端に竹竿などを立てて、刈り込む高さに水糸
を水平に張る。この水糸に合わせて天端を水平に刈り揃える。水
糸をはずしたら、もう１度全体を見直して、必要に応じて部分的
な修正をする。

玉物の刈り込みは、刈り込みバサミを
裏返すと作業がしやすい

生
垣
の
刈
り
込
み
は
、
刈
り
込
み

バ
サ
ミ
を
表
使
い
に
し
て
行
う

■刈り込みバサミの裏表
　刈り込みバサミには表と裏があり、刃の反りが手前
側に向くようにするのが正常な持ち方である。生垣の
場合は平らに刈り込むので、この持ち方で行うが、玉
物を刈り込む場合などは、ハサミを裏返しにして使う
と丸みが出しやすくなる。
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３．芝生の管理

（1）基本事項の理解
①資材の知識
　・種類、形状、特性　　・肥料　　・目土
②管理の知識
　・管理の目的、内容、手法、適期等
　・機械、工具
③管理計画書の判読
　・対象とする芝生の範囲
　・管理の内容と手法

（2）労働安全衛生の確認
①事故防止の急所
　・刃物、機械の誤操作による事故防止
　・芝刈り中の危険物接触による飛散物に伴う事故防止
　・傾斜地の作業における転倒防止
　・作業者間の接触等による事故防止

（3）管理の実施
①灌水
　・養生期の灌水
②刈り込み
　・刈り込み、縁切り
③施肥
　・追肥
④目土かけ
　・土かけ、均し
⑤除草
　・抜き取り
⑥ブラッシング
　・ほふく茎や根等の切断、枯葉枯茎除去
⑦土壌の通気性の改善
　・エアレーション
　・フォーキング
⑧補植、追い蒔き（洋芝）
　・不良部分の掘り取り、植え付け、播種

■作業のポイント❼

《芝生の管理》
●目土
　目土かけは、露出した匍匐茎に土をかけるこ
とで、不定芽を生じさせて芝生地を密にしたり、
芝生地に生じた凹凸を均して、芝を均一に生育
させるために行う。目土に利用する土の土質は、
床土と同様に保水性、通気性、排水性にすぐれ
た良質のものでなくてはならない。したがって、
普通の畑土、砂、堆肥やピートモスなどをほぼ
同じ割合で混合して目土用の土をつくったり、
肥料を加えることもある。
　目土のかけ方は、芝生全面にむらなくふりか
け、茎の間に目土がよく入るようにし、こうが
い板などで叩いたり、すりこむようにして均す。
厚さは１〜３cm ほどの範囲で調節するように
する。公園などの広い面積の芝生地ではロー
ラーなどで転圧することが必要である。

●エアレーション
　芝生地の床土は、踏圧などにより時間が経過
するにつれて固くなり、通気や排水が悪くなる。
そこで芝生地に小さな穴を多数空けることに
よって通気や排水をよくするエアレーションが
行われる。ゴルフ場など、広大で常に管理が必
要な芝生地では、専用の機械を用いて深さ７〜
８cm の穴が空けられている。一般の住宅庭園
の芝生地では、専用のスパイクが用いられてい
る。
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４．下草の管理

（1）基本事項の理解
①資材の知識
　・下草の種類、形状、特性
　・肥料
　・霜除け資材、雪除けの資材
②管理の知識
　・管理の目的、内容、手法、適期等
　・機械、工具
③管理計画書の判読
　・対象とする下草	
　・管理の内容と手法

（2）管理の実施
①灌水
　・養生期の灌水
②刈り込み（ササ類等）
　・刈り込み
③施肥
　・追肥
④枯れ葉除去
　・摘み取り
⑤株分け（ジャノヒゲ等）
　・掘り取り、株分け、植え込み、埋め戻し
⑥除草
　・抜き取り
⑦補植
　・植穴掘り、植え込み、埋め戻し
⑧その他
　・霜除け、雪除け、松葉敷き

（1）基本事項の理解
①資材の知識
　・草花の種類、形状、特性
　・花苗・球根の種類、形状、特性
　・肥料の種類、特性
②管理の知識
　・管理の目的、内容、手法、適期等
　・機械、工具
③管理計画書の判読
　・対象とする草花	
　・管理の内容と手法

５．草花の管理

（2）草花の管理の実施
①灌水
　・養生期の灌水
②施肥
　・追肥
③花がら摘み
　・咲き終わった花や枯れ葉の摘み取り
④摘心
　・不要な花芽の摘み取り
⑤切り戻し
　・咲き終わった花茎を切り取る
⑥株分け
　・掘り取り、株分け、植え込み、埋め戻し
⑦除草
　・抜き取り
⑧古株、球根の掘り取り
　・掘り取り、整地
⑨植え替え、補植
　・植え穴掘り、植え込み、埋め戻し
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６．草刈り・除草等
（1）基本事項の理解

①植物の知識
　・駆除対象の植物の種類、形状、特性
②管理の知識
　・管理の目的、内容、手法、適期等
　・機械、工具
③管理計画書の判読
　・対象とする雑草と範囲	
　・管理の内容と手法

（3）草刈りや除草等の実施
①除草（高木の下）
　・手作業による抜き取り
②草刈り
　・手作業による草刈り
　・刈払機による刈り払い
　・草刈り機による草刈り (1000㎡以上）
③落ち葉掃除
　・ブロアーによる落ち葉集め
　・人力による落ち葉掃き
④その他
　・マルチング

（2）労働安全衛生の確認
①事故防止の急所
　・刃物、機械の誤操作による事故防止
　・草刈り中の危険物接触による飛散物に伴う事故防止
　・傾斜地の作業における転倒防止
　・作業者間の接触による事故防止
　・ハチなどの有害生物による事故防止

■作業のポイント❽

《効率のよい除草作業》
　効率的に除草を行うには、道具の使い分けが
大切。壁際や植え込みの間などの狭い場所では
草取り鎌を、広い場所ではホー（草掻き・草削り）
を使うとよい。
　鎌の使い方は、手で草を持ち、鎌を地面と平
行に（平らな場所では水平に）土の表面を削る
ようにして横に払い草の根を切る。
　なお鎌は危険な形状に加え、自分のほうに向
かって刃を振るので、足など自身の身体を傷つ
けないように細心の注意が必要である。2 人以
上接近しての作業は絶対に避ける。
　また雑草を根こそぎ抜くには草取りフォーク
を使うと便利である。雑草の根元に差し込んで
ねじるように引き上げると草を根こそぎからめ
取ることができる。根を残すと雑草は一段と強
くなって再生する。
　比較的広い場所の除草にはホーが向いてい
る。柄の長いホーであれば長時間作業を続けて
も腰に負担がかからない。大きな草はホーの刃
の端を使って切り倒し、小さな草は刃を浅く地
面に差し込んでから、さらに浮かすようにして
根を切る。

草取り鎌

草取りカマでの除草

草取りフォーク
ホー

（草掻き・草削り）
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【機械・工具一覧】
■高木・低木・生垣の管理
　・ホース・ジョウロ：灌水をする
　・木バサミ：直径１cm くらいまでの枝を切る
　・剪定バサミ：直径２cm くらいまでの枝を切る
　・刈り込みバサミ：刈り込みをする
　　　　　　　（玉もの , 玉散らし , 生垣 , トピアリー）
　・高枝切り：高さ３ｍまでの直径 1.5 〜２cm
　　　　　　　くらいまでの枝を切る
　・剪定ノコギリ：太い枝や根を切る
　・ヘッジトリマー：生垣などを均一に刈り込む
　・脚立：高い位置での作業の足場にする
　・梯子：脚立でも届かない高所作業の足場にする
　・高所作業車：高い位置での作業の足場にする
　・スコップ：植穴を掘る
　・エンピ：樹木を掘り取る
　・かつぎ棒、一輪車：移植樹木・道具等を運ぶ
　・ブロアー：剪定枝や落ち葉等の収集
　・収集バッグ：剪定枝等の一時収集
　・ロープ：周辺の枝葉等の仮結束
　・足場板・差し込みの丸太等
■芝生の管理
　・ホース・ジョウロ：灌水をする
　・芝刈りバサミ：手作業で芝を刈る
　・芝刈機：芝を刈る
　・ジョレン：目土を敷き均す
　・こうがい板：目土をすり込む
　・鎌：草を抜き取る
　・木バサミ：匍匐茎や根を切る
　・平レーキ：目土を敷き均す
　・熊手、手熊手：枯葉・枯茎を集める
　・エアレーター、フォーク：エアレーションやフォーキング
　・エンピ：不良部の芝を掘り取る
　・ローラー：目土や補植した芝を転圧する
■下草・草花の管理
　・ホース・ジョウロ：灌水をする
　・移植ごて：下草や草花の植穴を掘り、植え付ける
　・地ごて：植え付け後に表面を整形する
　・スコップ：枯れた株や球根を掘りあげる
　・レーキ：整地する
　・ジョレン：植え付け前に地均しをする
　・こうがい板：植え付け前と後に整形する
■草刈り・除草等
　・鎌：草を刈る
　・刈払機：機械で草を刈り払う
　・草刈り機：機械で草を刈る（自走式、ハンドガイド式）
　・鎌、草取りフォーク、ホー（草掻き・草削り）：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　草を抜き取る
　・熊手、箒：落ち葉などを掃除する
　・ちりとり・箕：落ち葉などを集める
　・ブロアー：機械で落ち葉などを吹き飛ばして集める

頂部を針金で結束

約
30
0c
m

115cm

竹

丸太

曲げる部分
は竹を削っ
て薄くし、火
であぶって曲
げ込み針金
で結束

差込み
（丸太など）

梯子

作業のときは桟に足を掛ける

木バサミ 剪定バサミ

刈り込みバサミヘッジトリマー

脚立

梯子

高所作業車
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■道具の使い方②

《剪定用のハサミの使い方》
●木バサミ
　太さ１cm 程度の枝まで切ることができるハサミ。各自の手の大きさと握力、作業時間などを考えて、手になじみ、
使いやすいかたちと大きさで、重さも手ごろなものを選ぶ。剪定バサミと異なりバネがなく自分の力で刃の開閉を
するので、わらび手（握る部分）が大きすぎたり、全体が重すぎたりすると扱いづらく、すぐに疲れてしまう。し
たがって木バサミは慎重に選ぶことが大切である。
　使うときは、わらび手に全部の指を入れて持つようにすると、指に力を入れやすいが、小指や手の甲をはさむ危
険性があり、血豆ができやすい。細い枝は刃先ではさみ、太めの枝は刃を大きく開いて刃の根元に近いほうではさ
む。ハサミを左右にひねりながら切ると多少太い枝でも楽に切ることができるが、あまり頻繁に行うと刃と刃の間
が開いてしまい使えなくなる。また前後に動かしすぎるとと刃が欠けてしまうので要注意。
●剪定バサミ
　剪定バサミは木ばさみでははさめない 1.5 〜２cm くらいの太さの枝を切ることが可能なハサミで、自然に刃が
開くようにバネがついている。ただし切るときにはバネの力に逆らうことになり、バネが強すぎたり、手に合った
大きさでなかったりすると握り込むときに余計な力が必要となり、手や指がすぐに疲れてしまうので、大きさやバ
ネの具合、握り心地を確かめて選ぶことが大切である。
　剪定バサミは刃のカーブを利用して枝を切るハサミである。はさむときには刃のカーブに合わせてハサミを上方
向に回転させながら柄を握り込むとスムーズに切れる。1 度で切れないような太めの枝は、上下方向の動きを繰り
返しながら切るとよい。ただし剪定バサミは横方向の力に弱いので、左右にひねりながら切ると刃がこぼれてしま
う傾向にある。
　また剪定バサミは柄の末端にストッパーがついている。使わないときにストッパーをはずすと刃が開きっぱなし
になって危険なので、ひと作業終わるごとにストッパーを閉める習慣をつけることが大切である。
●刈り込みバサミ
　生垣や玉ものなど人工的に仕立てた樹形を整えるのに使う大型のハサミ。柄が長く刃に角度がついているのが特
徴で、刈り込む面によって裏表を使い分けるとよい。
　細い枝や近い部分の枝を刈るときは、それほど力を必要としないので柄を短く持つと作業しやすく、太めの枝や
遠い枝先を刈るときは、柄を長く、つまり柄の先端を持つと少しの力でも楽に刈ることができる。
　刈り込みバサミは両手を動かして使わずに、片方の手を固定し、もう一方の手をリズミカルに動かして刈り込む。
そうすると面に刈りムラができずに平らにきれいに仕上がる（以上、24、25 ページ参照）。
　また刈り込みバサミは胸の高さで動かすと作業しやすい。高いところを刈るときには台や脚立に乗るとよい。
●大切な日頃の手入れ
　木バサミ、剪定バサミ、刈り込みバサミなどの刃物は鋭い切れ味が命である。切れ味を保つためには、使用後の
手入れが大切である。その日の仕事が終わったら必ず汚れをきれいに拭い、砥石で研いで、常に刃のコンディショ
ンを整えておくことが必要である。

■道具の使い方③

《草刈り機、刈払機使用時の安全対策》
①公園や道路の周辺を刈るときは、小石や空き力ンなどの支障となるものがあるので、このような箇所では、まず

高い位置で草を刈り払い、安全を確認したあとで低く刈り込む。特に石などの多い場所では、石に刈刃が接触し
て損傷したりするので、２回に分けて刈り進むとよい。危険が予知される箇所では鎌などを使用するようにする。

②飛散防護装置（カバー）は、刈り払ったものの切れ端や小石、空き缶などの飛散を防止する装置である。草など
の刈払い作業で柔らかい雑草やつるなどの多い場所では、刈刃と飛散防護装置との間に、草やつるが絡まりやす
く、いちいち取り除かなければ作業が進められなくなる。このような場合には、刈刃と飛散防護装置との間隔を
開けることで対応し、決して飛散防護装置を取り外してはならない。

③刈払機は、正しい姿勢で静かに使用し、大振りや、打つ・叩くなどの方法で使わないように。また高速で空運転
するなどしてはならない。

④刈払機を使用する際に飛来する小石、空き缶、木片などから眼を保護するため、防塵眼鏡（ゴーグル）を使用す
る。

⑤公園や道路の周辺の刈り払いでは、小石や空き缶の飛来によって、物損事故を起こすことが多い。付近に停車し
ている自動車に当たって傷をつけたり、人家の窓ガラスを割ったりするなどの事故が頻発している。

⑥石が飛ばないタイプの刈払機もあるので、その使用を勧める。



 Ⅳ．地ごしらえ・造成作業
◆本章の目標
上司の指示に従い、①地ごしらえ、②土壌改良、③整地、④排水工事、ができる。そのため
に必要な基本事項を理解し、安全に留意して機械・工具を適切に使用することができる。
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（1）基本事項の理解
①土の知識
　・土の性質
②施工の知識
　・機械作業の方法、手順
　・人力作業の方法、手順
　・機械、工具
③図面の判読
　・平面、断面、立面の状況
　・施工位置、範囲

（3）人力による地ごしらえ、及び基本
　　的な工事機械の操作による造成
①人力の地ごしらえ
　・掘削（切土）　　・盛土　　・整形
②基本的な工事機械による地ごしらえ
　・掘削（切土）　　・盛土	
　・整形（工事機械の操作）

（2）労働安全衛生の確認
①事故防止の急所
　・地下埋設物の破損

１．地ごしらえ

※盛土材料
　盛土材料は、①施工機械がその上を走れるほ
どの硬さを確保できること、②所定の締め固め
が行いやすいこと、③締め固めた土の剪断強度
が大きく、圧縮性が小さいこと、④雨水などの
侵食に強く、吸水による膨潤性が小さいこと、
などが要求される。粒度のよい砂れき質土が最
も適し、ベントナイト、蛇紋岩風化土、温泉余土、
酸性白土、凍土、腐植土などは、盛土材料とし
ては使用できない。

※土の団粒構造と単粒構造
  土壌は土壌粒子、水、空気の三要素から構成
されているが、この三者のバランスが悪いと、
植物は思うように生育しない。
　一般に植物の生育に適した土壌とは、「水は
けがよくて、水もちがよい土壌」とされている。
このような性質をもつ土壌は団粒構造である。
団粒構造の土は粒子が団塊になっており、その
団塊と団塊の隙間が広いので、灌水しても水が
停滞することなく、適度に保水され、すぐに排
水される。同時に土壌に含まれている空気も灌
水によって、新鮮な空気に置き換わる。非常に
換気がよい土壌といえる。このような団粒構造
の土は、おおむね養分を蓄える保肥性にも優れ
ている。
　逆に土壌の粒子が団塊とならずにバラバラに
存在する土壌を単粒構造という。単粒構造の土
壌に灌水すると、粒子間に水が停滞したり、透
水性が高すぎたりして、空気を追い出してしま
う。結果、根が呼吸できなくなり、根腐れを起
こしてしまうのである。

土の粒

土の粒

土の塊

〈単粒構造〉

〈団粒構造〉

土の粒

土の粒

土の塊

〈単粒構造〉

〈団粒構造〉

団粒構造 単粒構造
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（1）基本事項の理解
①土壌改良材の知識
　・土壌改良材の種類、特性
②施工の知識
　・方法　　・施工手順
　・機械、工具
③図面の判読
　・資材の種類と数量
　・施工位置、範囲

２．土壌改良

■作業のポイント❶

《切土》
●切土を行うときには、切土面が崩壊しないよう

十分注意する。切土面が崩壊しないような安定
勾配を考慮しておく必要がある。

　深さによって土質が異なるときには、各地層ご
とに勾配を考えるようにする。

●手掘りによる掘削を行う場合の、掘削高さによ
る法面勾配は、労働安全衛生規則を参考にして
決めるようにしたい。

●切土の施工は、地山の地質や地下水の変化に特
に注意を払って行う必要がある。また降雨など、
その日の気象条件も十分に考慮して行わなくて
はならない。

●切土工の一般的な施工手順は、掘削、積み込み、運搬、土捨て（盛土）である。なお、運搬距離と運
搬機械の関係は、人力、コンベア、ブルドーザ、スクレーパ、ダンプトラックの順に遠距離の運搬が
可能である。

《盛土》
●盛土はまず表土を削り、表土が植栽に適している場合は、別の場所に積んで保存しておくとよい。
●基礎になる地盤が軟弱であると、いくら良土を盛っても強度が得られないので、良好な地盤が現われ

るまで不良土を削り取るか、あるいは良土と置き換える必要がある。
●盛土材料となる土を搬入して、ブルドーザなどでその土を敷き均す。１回のまき出しの厚さは一般に

30cm とし、ブルドーザまたはタイヤローラなどで締め固めながら徐々に予定の高さに盛り上げる。特
に、盛土の上に道路をつくる場合などは、強い支持力を必要とするので、慎重な締め固めを行う必要
がある。

●盛土を行った端部は、法面になることが多いが、法肩はブルドーザなどの重量のある機械が載ると崩
壊する危険があるので、締め固めることは困難である。したがって、普通は小型の締め固め機械を用
いる。流入しないように、雨水を盛土敷地外に排水する処置や、上面に滞水しないように、水勾配をとっ
ておくことも忘れてはならない。

（2）労働安全衛生の確認

（3）土壌改良

①事故防止の急所
　・地下埋設物の破損

①資材の小運搬
　・土壌改良材の運び方
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（1）基本事項の理解
①施工の知識
　・目的、内容
　・人力作業の方法、手順
　・機械作業の方法、手順
　・機械、工具
②図面の判読
　・施工範囲、規模
　・仕上げ高

（2）労働安全衛生の確認
①事故防止の急所
　・機械の運搬や使用による事故の防止

３．整地

（3）人力や基本的な工具・機械による
　　耕うんや整地
①人力施工
　・ジョレン、レーキ等による耕うんや整地
②機械施工
　・ミニバックホウによる耕うんや整地

（1）基本事項の理解
①地表排水の知識
　・地表排水の種類、特性
②施工の知識
　・方法、手順　　・機械、工具
③図面の判読
　・集水域　　・排水勾配　　・施工位置

（2）労働安全衛生の確認

（3）施工

①事故防止の急所
　・地下埋設物の破損防止

①地表排水の土工
　・排水勾配面の整形	
　・素掘り側溝の掘削、整形、転圧

４．排水工事

■作業のポイント❷

《土壌改良》
●土壌改良は、単粒構造、土壌硬度、礫や夾雑物などの混じりすぎ、排水性、透水性、保水性、通気性

など物理的性質を改良する場合と、ｐＨの修正や保肥力の改善など化学的性質を改良する場合がある。
●土壌改良の方法は、まず第一に土をよく耕すことである。これは土壌を軟らかくすると同時に、土を

上下に反転することで単粒構造の団粒化が促進され、排水性、保水性、通気性などが向上する。造成
地や埋立地、干拓地、あるいは重機によって締め固められた土地は、特にこの作業が大切となり、レー
キドーザなどの機械によって耕運することとなる。

●土の状態に応じた各種土壌改良材の混入も土壌改良のための重要な方法である。
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■道具の使い方④

《スコップ》
　スコップ（剣スコ）で穴を掘る場合は、以下のようにすれば最小限の力で穴を掘ることができる。

①土に刃先を差して取っ手を
両手で持ち、足かけに足を
乗せる。

②柄の向きに沿って体重をか
け、スコップを土に差し込む。

③柄の部分を倒し、梃子の原
理で土を掘り起こす。

【機械・工具一覧】

・スコップ：土砂を掘る
・ツルハシ：堅い土面を掘り起こす
・ジョレン：土砂を掻き寄せたり敷き均したりする
・レーキ：地表面を均す
・地ごて：地表面を整える
・たこ・プレート：盛土部、排水路などを突き固める
・ミニバックホウ：掘削・耕運・積込み
・一輪車：土砂を運搬する

地ごてた　こ

一輪車



 Ⅴ．石材・園路工事
◆本章の目標
上司の指示に従い、①縁石（ごろた石・切石・その他）、②飛石、③敷石 ( 切石）、④レンガ
敷き、⑤小舗石敷き、⑥化粧砂利敷き、以上の施工ができる。そのために必要な基本事項を
理解し、安全に留意して機械・工具を適切に使用することができる。
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１．自然石の見方
（1）自然石の種類

①成因による自然石の種類と特徴
　・火成岩　　・堆積岩　　・変成岩
②産地による自然石の分類
　・山石　　・川石　　・海石
③全国の主な庭石

（2）自然石の各部の呼称と見方

（3）庭石の据え方

①庭石の各部の呼称
　・天端
　・見付き
　・見込み　ほか
②気勢に基づいた自然石の見方
　・気勢とは？
　・立面的気勢
　・平面的気勢

①景石の据え方
　・形に応じた据え方
　・据え方と気勢
②石組の基本
　・二石組　　・三石組　　・五石組以上
③石組の禁忌
　・高さと大きさ　　・直線状に並べる
　・山石、川石、海石の関係
　・庭全体のバランス

※気勢とは
　モノの形や大きさ、置かれている状況などから、
視覚的に感じる力の方向性や勢い。目に見えない線
となって空中に出ているようなもので、モノが今に
も動き出す方向と強さを示す。自然石の気勢は形や
大きさのほかに、据え方や層理や節理などの表面の
模様からも生じる。

■作業のポイント❶

《石質別の分類》
　石材は、その成因によって「火成岩｣､「堆積岩｣､「変成岩」に大別される。
　火成岩は、熔岩が地中または地表で固まって岩石になったもので、花崗岩、安山岩、玄武岩などがある。
　堆積岩は、水中に沈殿した砂や泥、微生物の死骸などが堆積し、圧力が加わり岩石となったもので、
凝灰岩、砂岩、粘板岩などがある。
　変成岩は、火成岩や堆積岩が地殻内部の圧力や加熱などにより変質したもので、大理石、緑泥片岩な
どがある。
　以下に庭石として代表的なものを石質別にいくつか紹介する。
●花崗岩：一般に御影石として名が通っており、幅広く利用されている。石英、雲母、長石の鉱物から
構成され、全体が結晶模様となっている。色は種類によって、白ないし淡灰色系、桜色系、淡青色系
の色沢をもつ。硬く圧縮に強く、耐久性にすぐれるので、景石のほか、石灯籠や手水鉢、飛石、ある
いは切石、板石などの加工材としても用いられる。代表的なものとして「本御影｣､「三州御影｣､「伊
勢御影｣､「生駒石｣､「稲田御影」などがある。
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●閃緑岩 ･斑糲岩：それぞれ青御影、黒御影などと呼ばれるもので、ともに石質が硬く、色は青系、黒系、
全体が結晶模様となっている。「甲州鞍馬（新鞍馬）｣､「筑波石」などが代表的。
●安山岩：一般に硬質で灰褐色系のものが多く、耐火性にすぐれ風化しにくいことから、建築・土木用
石材として重要な役割を担っている。代表的なものに「小松石｣､「根府川石｣､「鉄平石」などがある。
根府川石や鉄平石などは板状節理をもち、板状に薄く剥がれるので石張りや小端積みに用いられる。
●玄武岩：地表近くに柱状で現出することが多い。性質は安山岩に似ているが、黒または暗灰色系の色
をもち、小さな結晶が点在する。加工材としてよりも景石として利用価値がある。また柱状節理のも
のが多く、乱杭としてもよく用いられる。代表的なものに「六方石」がある。
●粗面岩：火成岩が地表で急激に冷却凝固したため、石質は均一性に欠ける。一般に硬質で割れやすいが、
産地によって石質に差がある。色は黒から灰白色系が主だが、種類によってはさまざまな色を呈す。
非常に軽量で屋上庭園などによく用いられる「抗火石」や、ロックガーデンに適している「黒ボク」
が代表的なものである。

●凝灰岩：火山灰などが堆積してできたもので、一般的に多孔質で耐火性があり、軽量、軟質で加工し
やすいという特徴があるが、風化しやすく耐久性に乏しい。石塀の材料として有名な「大谷石」が代
表的である。ほかに、黒紫、紫、青色系の色をもつ、輝緑凝灰岩の「貴船石」は名石として古くから
有名である。

●砂岩：崩れた岩石が砂、砂利となって水中に沈殿堆積し硬化したもの。欧米では良質の石材が多く産
出され、建築・土木材として広く用いられているが、日本では良質のものはきわめて少ない。出雲灯
籠の素材である「来待石」が唯一著名なものであろう。

●粘板岩：粘土に炭素物質や酸化鉄を含んで凝固したもの。石質は黒から赤褐色のものが多く、薄く剥
がれやすい性質をもつ。「那智黒」や「真黒石」、硯石として有名な雄勝の「玄昌石」、「稲井（井内）石」
などが代表的な石材である。

●石灰岩：有機物が海中で堆積凝固したもの。炭素、酸化鉄、微生物の死骸など多くの不純物が含まれ
層状となっている。鍾乳石は石灰石にあたる。石灰石の中でも、特に美しく多彩な模様をもっている「大
理石」は、これが変成作用を受けたものである。

●緑泥片岩：石質が硬質緻密、青緑色系の色彩をもつものが多く、一般に青石と呼ばれている。「伊予青石」、「紀
州青石」、「三波石」、「秩父青石」などが代表的で、景石として風格の高いものである。

《山石、川石、海石》
　庭石は産出地によって山石、川石、海石といった分類もできる。この分け方は石を組んだりする場合
に重要な意味合いをもってくる。
①山石
　山石は山の斜面や地下部から掘り出されたもので、色は単色で角張ったものが多い。傷がつきやすい
のが欠点だが、ついた傷があまり目立たず、景石や石積みのほか、石造品の加工などに適す。代表的な
ものとして「鳥海石」、「筑波石」、「木曽石」、「六方石」などがある。
②川石
　河原や河床などで採れる石で、水流によって磨耗し、適度に角が取れて柔らかな形となっているもの
が多く、色も多様である。上流から下流に行くほど丸みを帯びる。代表的なものとして「秩父青石」、「揖
斐石」、「貴船石」、「伊勢御影」、「阿波青石」などがある。なお水源地に近い渓流部の石を特に沢石とい
う場合もある。沢石は多少角があり、苔がのっているものも多く独特の風情がある。
③海石
　海岸付近に産出する石で波の浸食によって川石のように角が取れて丸みを帯びたり、石の表面に微妙
な凹凸があったりする。伊予青石が代表的である。
　これら山石、川石、海石はそれぞれ色やかたちが微妙に異なるので、ひとまとまりの石組に混合して
使うと統一感がなくなり、昔から禁忌とされている。築山の斜面などには山石、流れには川石、池には
海石を使うというように、産出地と同じような条件の場所に、適材適所に用いるのが自然とされている。
また、重厚な趣を出すには山石を、明るく軽妙な風情を出すには川石や海石というように、庭の雰囲気
によって使い分けるのもよい。
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■作業のポイント❷

《自然石の各部呼称と見方》
　自然石のかたちはさまざまで、どれ１つとして同じものはない。人それぞれに好みもまちまちである。
しかし庭石を用いる際、そのかたちの優劣や据え方の良否を判断するために、庭石の見方を覚えておく
と役に立つ。
　庭石は、据えつけたときの状態で、以下のように各部の慣用的な呼び方がある。
●天端：石の上面。天端が平らな面になるように据えられた石を「天端がある」という。
●見付き：石の正面の部分。面

つら

、表などとも呼ぶ。
●見込み：石の左右の側面。石組の際の着眼点となる。
●肩：天端と見つき、見こみとの境界の部分。
●根入れ：石が地面に接する部分。「根入れが浅い」「根入れが深い」などといい、石を据える際の重要
なポイントとなる。
●敷き：石の底面。
●鼻：石の横方向に突き出た部分。鼻のないものもある。
●あご：鼻の下にくぼみがある場合、
それをあごという。石の据え方によっ
ては欠点となるので地中に埋めてし
まう場合が多い。
●しゃくり：石面に自然にできている
くぼみ。これが大きいものは２段と
なる。
●石理：石の肌の模様や節目のような
もの。
●みそ：大谷石などの軟石に見られる
もので、風化の際にできた虫食い状
の小さな穴。

肩
天端

見付き

しゃくり

あご
見込み 鼻

根入れ

G.L.

〈庭石の部分名称〉

■作業のポイント❸

《石の据え方》
　石を据えるときに、最も基本になることは、石の根が切れ
ないように据えるということである。
　石の根というのは、石を据えたときに下方に向いている部
分をいう。あたかも地中にある岩石の一部分が地表に現われ
ているような据え方がよく、そのためには、その石の地際付
近が下広がりになるように石を深く埋めることが大切であ
る。
　もし、下広がりになっている部分が石の中位、上位にしか
ないときには、その部分まで埋めるようにする。
　石を大きく見せようとして浅く埋めると、根が切れて、か
えって石が小さく見えてしまうことが少なくない。
　なお、どうしても根が切れるような場合には、下草等を添
えて、根切れが見えないようにする。このような手法を「根
締め」と呼んでいる。

G.L.

G.L.

石のよい据え方：根が切れない

石の悪い据え方：根が切れる

○

×
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■作業のポイント❹

《石組の禁忌》
　石は、根さえ切れなければ、必ずこう据えなければならないといった決まりも、こうすれば美しい景
になるといった一定の法則もない。だから、美しい景を表現できるかどうかは、施工者の技術と感性に
かかってくる。こうした感性を身につけるには、数多く自然の景色に親しんだり、小さな石を使って箱
庭的に石組をつくってみる練習をすること等が有効である。
●石を一直線に並べたり、同じかたち・大きさの石を並べない
　石を一直線に並べたり、あるいは同じかたち・大きさの石を並べて使用しないことが大切である。つ

まり、石は、その向きや傾きに変化をつけて、それぞれが同じ形に
見えないように気をつけなければならない。

●石を同じ高さに据えない
　石の頭部がそろって均一になると単調になり趣が出ない。
●色彩の全く異なる石を組み合わせない
　全体の統一感を考え、自然界には見られないような造形にならない

ように注意する。
●山石、海石、川石を一緒に組まない
　自然が生み出した統一性を損なわないようにすることが大切である。
●庭全体のバランスを考慮する
　石組は立派でも、庭に威圧感・圧迫感を与え、窮屈な感じにしては

ならない。逆に貧弱な石組で植栽など他の要素に負けてしまうのも
見栄えが悪い。常に庭全体の空間的バランスを考慮することが大切
である。

《石の据え方と気勢》

同じ石でも、その据え付け方により気勢の方向
や強さを定めることができる。
上図は左のような形の石をさまざまな向きに据
えて、気勢の方向と強さを見たものである。

右上への
弱い気勢

右上への
強い気勢

左上への
やや強い気勢

空間全体にごく弱い気
勢を発し安定感をもつ

〈石の据え方と気勢〉
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■作業のポイント❺

《石組の配石の基本》
①二石組の基本
　２個の石を組み合わせる場合、二石が対等の関係になることも稀にあるが、一般的には大きさ、形の
異なる石を選び、主従関係を持たせるように据える。大ぶりな方を「主」として、小さい方を「従」と
して添えるようにする。
　また個々の石にはそれぞれ “ 気勢 ” がある。石を組む際にはこの気勢を無視してはならない。気勢は石
のかたちや大きさ、層理や節理などから生まれる勢いである。石を見たときに感じる力の方向性が、目
に見えない線となって空中に出ているようなものである。
　例えば、右上に気勢のある石を据えたら、その石の右方に、左上に気勢をもった石を添える。そうす
ることで、力と力が互いに支え合うような均衡が生まれ、安定感のある石組となる。
②三石組の基本
　大きさ、かたちが異なる３個の石を組み合わせるもので、二石組とともに石組の基本単位となる。主
の役割をもつ石と従の役割をもつ石、その二石をさらに調和させ均衡を保つために添える石、以上の三
石をもって組むのが三石組の基本である。また、立体的に見て各石の頂点が、平面的に見て各石の中心
点が、それぞれ不等辺三角形になるように組むことが大切である。
　なお、三石組も同様に各石の気勢をよく見て、バランスよく組むように心掛ける。

③五石以上の石組
　五石、七石…と多数の石を組む場合でも、一石、二石、三石を基本単位として、組み合わせることによっ
てまとめられる。
　例えば五石組の場合は、「３・２」、「３・１・１」、「２・２・１」など、七石組では「３・３・１」、「３・
２・２」などの組み合わせが考えられる。

二石組：二つの石の気勢が互いに
　　　　支え合い安定する

一石のときは気勢が
真上に出て安定

三石組：二石群と一石の気勢が
　　　　互いを支え合う

〈石の気勢〉主石

副石

二石組：二石の気勢が「人」の字になり安定する

主石

副石

二石組：副石に伏石を用いた例

主石

副石
控石

三石組：主石、副石、控石が安定して組まれる

〈石組のパターン 〉
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２．敷石（板石）
（1）基本事項の理解

①敷石の知識
　・敷石の役割、種類、特性　　・構造
②資材の知識
　・板石の種類、特性
③施工の知識
　・施工手順　　・機械、工具
④図面の判読
　・石材の種類と数量
　・構造 ( 地盤高、据え付け高）
　・施工位置・規模

（2）労働安全衛生の確認

（3）敷石の施工

①事故防止の急所
　・工具、機械の誤操作による事故防止
　・石の取り扱い時の事故防止

①板石の小運搬
　・人力（持上げ方、運び方、下ろし方）
②石の仮置き
　・石の加工　　・調整（水平、間隔）
③石の据え付け（土ぎめ）
　・据え付け位置の印付け　　・床掘り
　・据え付け（高さ、水平、合端）
　・埋め戻し、突き固め■敷石の種類

　切石（加工石）のみを用いて幾何学的に意匠し
た真体（切石敷き）、自然石のみを用いたあられこ
ぼしと称される草体（玉石敷き）、切石と自然石を
ミックスさせた行体（寄石敷き）、大きく分けて以
上の３種類がある。敷石を短冊型に長くつくった
ものを「延段」という。

■石材の規格①
●角石
　幅が厚さの３倍未満の切石を、ＪＩＳでは角石
と規定し、各種の規格寸法がある。
●板石
　厚さ 15cm 未満で、幅が厚
さの３倍以上ある加工石をＪ
ＩＳでは板石と規定している。
これも各種の規格寸法がある。

■作業のポイント❻

《板石の敷石施工》
●ピンポール、水糸で遣方をつくり、施工範囲の床掘りを行う。
●床掘り後、軟らかな土の山を２つ盛る。これを２点盛りという。
●２つの山の高さ・バランスを確認し、石の稜線が水糸と合うように山盛りの上に板石を置く。
●水平器で確認しながら板石の位置と高さを調節する。
●こうがい板で石下のすき間に土をつき込み、その後、地面と石の境界線をはっきりと綺麗に出す。

①施工範囲の床掘りを行う

④板石の位置と高さを調節

②２点盛りを行う

⑤こうがい板で石下に土をつき込む

③板石を山盛りの上に軽く置く

⑥地面と石の境界をきれいに出す
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３．小舗石敷き
（1）基本事項の理解

①小舗石敷きの知識
　・小舗石敷きの役割、種類、特性　　・構造
②資材の知識
　・レンガの種類、形状規格、特性
　・目地砂
③施工の知識
　・施工手順　　・機械、工具
④図面の判読
　・石材の種類と数量
　・構造 ( 地盤高、据え付け高）
　・施工位置・規模

（2）労働安全衛生の確認

（3）小舗石敷きの施工

①事故防止の急所
　・工具、機械の誤操作による事故防止
　・石の取り扱い時の事故防止

①資材の小運搬
　・人力（扱い方、運び方）
②基礎工
　・床掘り、不陸整正　　・砕石基礎
　・砂の敷き均し
③小舗石敷きの敷設
　・小舗石の配置、据え付け　・小舗石の加工
　・目地用砂の敷き均し　　・仕上げ

４．レンガ敷き
（1）基本事項の理解

①レンガ敷きの知識
　・レンガ敷きの役割、種類、特性　　・構造
②資材の知識
　・レンガの種類、形状規格、特性
　・砂の特性
③施工の知識
　・施工手順　　・機械、工具
④図面の判読
　・石材の種類と数量
　・構造 ( 地盤高、据え付け高）
　・施工位置・規模

（2）労働安全衛生の確認

（3）レンガ敷きの施工

①事故防止の急所
　・工具、機械の誤操作による事故防止
　・石の取り扱い時の事故防止

①レンガの小運搬
　・人力（扱い方、運び方）
②基礎工
　・床掘り、不陸整正　・砕石基礎・砂の敷き均し
③レンガの敷設
　・配置（勾配）　　・レンガの加工
　・目地用砂の敷き均し　　・仕上げ

■作業のポイント❼
《小舗石の敷石》

●小舗石はピンコロとも呼ばれ、遣一辺が 80 〜 100mm 内外でほぼ
直方体の石材で、舗装や縁石などに使われる。割るときは、平たが
ねをあてて、せっとう（石頭）で叩く。

●小舗石敷きは目地幅が均一になるように注意。棒に基準となる印を
つけて石を置くとよい。

●数列並んで敷くときは列ごとに目地が交互になるようにする。その
ためには入口・出口は真物と半丁物を交互に敷く。

●Ｒ状に敷く場合は、薄い角材を利用してラインと高さを確認して作
業を行う。大きな石を外側に小さな石を内側に配石し、中心点に向
かって石の中心線をそろえると綺麗に仕上がる。

角材を利用して中心点からのライン
をしっかり出すと、綺麗なＲに仕上
がる。目地は均一に列ごとに交互に
なるようにする
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■作業のポイント❽

《レンガの特性》
●レンガは、低級粘土を焼成してつくられる。通常は、210 × 100 × 60mm の寸法のものが使われ、原

形のレンガを切り欠きして用いる場合は下図に示すような名前で呼ばれる。
●レンガは焼き物であるためヒズミが出て寸法が同一でないものが大部分であるので、これらを整一に

張るためには注意が必要である。
●レンガは大小があることもあるので、大きさごとに区分して、それらをまとめておく。
●十分水中に浸して水を吸わせてから使用する。乾燥しているレンガは、モルタルの水分を急速に吸い

取り、モルタルの正常な硬化を阻害する。

■作業のポイント❾

《レンガの据え付け》
●遣方をつくったら、地面を平らに均し、図面のパターン

にしたがって、レンガを１つ１つ並べていく。
●レンガはゴムハンマーなどで叩いて据える。
●水平器を使って、水平と全体のレベルを揃える。

210mm

60

100

平

小口

長
手

七五 半ます 二五 ようかん 半ようかん普通レンガ

ゴムハンマーなどで叩いてレンガを据えつける

■作業のポイント⑩

《レンガのカット》
　レンガを敷き始めると規格サイズでは納まらず、半端なサイズのレンガが必要になってくる場合が出
てくる。そのようなときはレンガをカットしなくてはならない。カットには電動の石切りカッターが重
宝し、スペースに合ったサイズのレンガを用意できる。

石切りカッターは両手でしっかり持ち、レンガを
片足で抑え、まずレンガの４面に約１cm ほどの
溝（切れ目）をつけてから手前に引くようにして
切れ目を入れる。

切れ目を入れたあと、安定した場所（枕木や角材）
にレンガを置き、レンガの溝にカットチゼルをあて
て、重めのハンマーで叩けば簡単に割ることができ
る。タガネの先端を溝に垂直に食い込ませるのがき
れいにカットするコツ。
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５．飛石
（1）基本事項の理解

①飛石の知識
　・飛石の役割、種類、特性　　・構造
②資材の知識
　・自然石の種類、特性
③施工の知識
　・施工手順　　・機械、工具
④図面の判読
　・石材の種類と数量
　・構造 ( 地盤高、据え付け高）
　・施工位置・規模

（2）労働安全衛生の確認

（3）飛石の施工

①事故防止の急所
　・石の取り扱い時の事故防止

①石の小運搬
　・人力（持上げ方、運び方、下ろし方）
②石の仮置き
　・石の選び方（踏込石、踏止石、踏分石、その他）
　・試し歩行　　・調整
③石の据え付け（土ぎめ）
　・据え付け位置の印付け　　・床掘り
　・据え付け（高さ、水平、合端）
　・埋め戻し、突き固め 水平器で水平を確認しつつ石のレベルをそろえる

合端が合っている例　　　　合端が合っていない例

■作業のポイント⑪

《飛石施工》
●石材選び
・直径はだいたい 30cm前後から大きくて 50cmくらい、厚さは根入れの部分も考慮して 10 〜 20cmほどが標準
である。

・石の表面は歩きやすいように、できるだけ平らなものを選ぶ。
・多少の凸凹はかえって風情になってよい場合もあるが、あまり甚だしいと歩行の妨げになるばかりでなく、雨
や打ち水が溜まり景趣を損なう。
●仮置き
・平面図にしたがって飛石の動線を決定したら、飛石１つ１つを、その大きさとかたちをよく吟味して、まずは
仮置きしていく。

・仮置きが終了したら、実際に飛石の上を歩いてみて、無理なく歩を進めることができるかどうかを確認する。
歩きづらい箇所があれば、この段階で修正しておくことが必要である。
●飛石の間隔と合端
・石と石の間隔は、だいたい 10 〜 13cmくらい、ちょうど、こぶし一つ分くらいの間隔を目安とする（和服の女
性が無理なく歩けるように）。

○ ×

■飛石のカーブの合端



43

・石と石の「合端」の取り方にも注意する必要がある。飛石が直線の場合は、隣り合う石と石の側面がほぼ平行
になるようにし、カーブを描いている場合は合端の平行線の向きが、カーブの中心方向を向くようにする。た
だし、これはあくまでも基本で、この平行の合端があまりにも正確すぎると、変化に乏しくなり景観的に堅苦
しくなる場合もある。ときには、わざと崩し、飛石のリズムに変化をつけることも必要である。
●床掘り〜据え付け
・すべての飛石を仮置きしたら、こうがい板などで位置を印し、飛石をいったん脇にどけて、その部分をスコッ
プなどで鋤き取りにより床掘りする。飛石のちり（据え高）が３〜５cm程度になるくらいの深さで、幅は飛
石の幅よりも 10 〜 15cmほど広く掘るようにする。

・すべての飛石の位置が完全に決まったら、土を埋め戻して石を１つ１つ据えていく。水平器を使って、石の水
平を確認し、かつ、石の高さのレベルを揃え、石の周囲から少しずつ土を入れ、石が動かないようにしっかり
と突き固める。

６．縁石（ごろた石・切石・その他）
（1）基本事項の理解

①縁石の知識
　・縁石の役割、種類、特性　　・構造
②資材の知識
　・石材（ごろた石、切石、その他）の種類、規格、特性
③施工の知識
　・施工手順　　・機械、工具
④図面の判読
　・石材の種類と数量
　・構造 ( 地盤高、据え付け高）
　・施工位置・規模

（2）労働安全衛生の確認

（3）縁石の施工

①事故防止の急所
　・石の取り扱い時の事故防止

①石の小運搬
　・人力
②石の仮置き
　・配石（天端、面あわせ）
③石の据え付け
　・床掘り　　・据え付け
　・埋め戻し、突き固め

■石材の規格②

●玉石（自然石）
　川床や海岸から採取される直径 20 〜 30cm ほ
どの球形に近い石。
●ごろた石（自然石）
　９〜 30cm ほどの玉石よりも小型で加工してい
ない石。鞍馬ごろた、伊勢ごろたなどの種類がある。
●割石
　主に石積み用の石材で、ＪＩ
Ｓの規定で「面は原則としてほ
ぼ方形に近いもので控えは二方
落ちとし、面に直角に測った控
えの長さは面の最小辺の 1.2 倍
以上である」ものをいう。
●雑割石
　割石のなかでも形が崩れてい
るもの。ＪＩＳでは「おおむね
くさび形とし、薄っぺらなもの
及び細長いものでなく、前面は
おおむね四辺形であって二辺の
平均の長さが控えの長さの 2 ／ 3
程度のもの」と規定されている。
●割栗石
　構造物の基礎や石積みの裏込
め材として使用される自然石を
破砕加工した石材。ＪＩＳでは

「極端に扁平なものおよび細長い
ものであってはならない」と規
定されている。

割石

雑割石

割栗石（グリ）

面

面

面

控え

控え

控え
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■作業のポイント⑫

《縁石の敷設》
●短冊石縁石の敷設

・平面図から位置出ししたのち敷設する。
・石どうしは目地をとらずに密着させ，高さは 50mm 高で，

水平になるように水平器を使いながら作業する。
●自然石縁石の敷設

・図面より位置だしをし、施工範囲に印をつけておく。
・図面で検討した施工範囲を正しく地面に描き、スコップで

浅いみぞを掘る。
・縁石石材の大小や形を検討して並べる。すべての石を互い

になじませるようにする。
・割りつけた石を均等の高さに外側の面をそろえて敷設して

いく。

７．化粧砂利敷き
（1）基本事項の理解

①化粧砂利の知識
　・化粧砂利敷きの意味　　・構造
②資材の知識
　・化粧砂利の種類、形状規格
③施工の知識
　・施工手順　　・機械、工具
④図面の判読
　・施工位置・規模
　・材料の種類と数量
　・構造（地盤高、仕上げ高）

（2）砂利敷きの施工
①資材の小運搬
　・人力（扱い方、運び方）
②基礎工
　・床掘り、不陸整正
③砂利の仮置き
　・平均に配分
④化粧砂利敷き均し
　・敷き均し　　・仕上げ（仕上高・敷厚）

■作業のポイント⑬

《化粧砂利敷き》
●敷砂利の厚さは 50mm 程度が一般的（砂の場

合は 30mm 程度）、通常は平地のみに敷き、
勾配が３％以上の傾斜地には、雨水により流
れてしまうので敷砂利は用いない。

●土面に直接敷くと土と混ざったり、雑草が生
えてきたりするので、土面上にコンクリート
を敷き、その上に砂を入れる場合がある。シー
トなども活用される。その方が清掃したり、
砂利を洗ったりなど、あとあとの管理も容易
に行える。

●この場合、排水面の十分な注意が必要である。
なお、年に１回程度は砂利を補充することが
望ましい。

■砂と砂利の違い
　砂と砂利は、大きさによって分けられ、砂は３
〜９mm 径、砂利は 10 〜 50mm 径の石粒をそれ
ぞれいう。よく用いられる砂には白川砂利、大磯
砂利、淡路砂利、伊勢砂利などの種類がある。
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【機械・工具一覧】

■共通
　・スコップ：掘削する
　・ジョレン：土砂を掻き寄せたり敷き均ししたりする
　・水平器：天端の水平をみる
　・こうがい板：地面や砂利面を均す
　・水糸：位置を示す
　・レンガごて：土砂などを削ったり掻き寄せたりする
　・一輪車：土砂の運搬（場内小運搬）
■敷石
　・プレート・タコ：地盤を固める
　・こやすけ：石を割る
　・せっとう（石頭）：こやすけの頭を叩く
　・平たがね：石を割る
　・つき棒：石の据え付けにあたりを土を突き固める
　・バール・金じめ：石などを動かしたりする
　・ゴムハンマー：敷石を叩いて据え付け高を整える
■小舗石敷き
　・プレート・タコ：地盤を固める
　・平たがね：石を割る
　・せっとう（石頭）：平たがねの頭を叩く
　・ゴムハンマー：小舗石を叩いて据え付け高を整える
■レンガ敷き
　・プレート・タコ：地盤を固める
　・勾配器：勾配を図る
　・カットチゼル：レンガを割る
　・せっとう（石頭）：カットチゼルの頭を叩く
　・ゴムハンマー：レンガを叩いて据え付け高を整える
■飛石
　・つき棒：石の据え付けにあたって土を突き固める
　・バール・金じめ：石などを動かしたりする
■縁石
　・地ごて：地面を均したり表面を押さえたりする
　・バール・金じめ：石などを動かしたりする
■化粧砂利敷き
　・レーキ（砂掻き）：砂利を敷き均す

レンガごて

平たがね

カットチゼル

かなじめ

せっとう

こやすけ

ゴムハンマー

レーキ（砂掻き）２種



46

■道具の使い方④

《せっとう（石頭）》
　せっとうは小型の槌で、こやすけやたがねの頭を叩いて石を割ったり削ったりする道具である。大・中・小の種
類があり、こやすけやたがねの重量や大きさ、また石の硬さや石質などによって使い分ける。叩くときは大きく振
り落とさずに、耳のあたりから振り下ろすくらいにして、徐々に石を割るようにする。またせっとうで直接石の表
面を叩いてはならない。
　せっとうを使用する前、使用した後は、槌と柄の取り付け部分に緩みがないか、十分に確認することが必要。少
しでも緩みがある場合は楔を打ち込むなどして補修する。緩みをそのままにして作業をすると、槌の部分が外れて
飛び、思わぬ事故につながる。

《こやすけ》
　こやすけはハンマーのような形をしており、せっとうで頭を
叩くことによって石材を斫

はつ

る道具で、クイキリとも呼ばれる。
敷石や張石、石積みなどの施工で、石と石の合端を合わせるた
めに石を斫るのに使われることが多い。
　使い方はこやすけの柄を片手で持って、刃を石の斫る部分に
当て、もう一方の手で持ったせっとうでこやすけの頭を叩くこ
とにより石を斫る。このとき刃を石の表面に直角に当てると深
く、斜めに当てると薄く斫れる。
　なお、こやすけを振り下ろして石を直接叩いてはならない。
またせっとうで頭を叩く衝撃で、柄が緩んで頭が外れてしまう
場合もあるので、使用前に柄を水で濡らして、木部の柄に水分
を含ませ、多少膨張させておくと効果的である。

《たがね》
　たがねは別名はつり、石のみなどと呼ばれ、石の表面を彫っ
たり削ったりする鋼鉄製の道具である。石の表面に当ててせっ
とうで叩くことによって石を彫ったり削ったりする。
　たがねは片手で軽めに握って、ブレないように刃を石の表面
に当て、せっとうで頭を叩く。せっとうで叩いた瞬間にたがね
を握った手の甲が少し上に向くように、若干手首を返すのが（手
の甲が少し見えるように返す）、巧く石を削るコツ。
　作業中はせっとうで手を叩かないように細心の注意が必要。
また、たがねの頭が叩きすぎて損傷しささくれ立つようにめく
れているときは、手に傷をつけやすいので要注意。使用後にグ
ラインダーをかけるとよい。

《かなじめ》
　かなじめは鉄槌のかたちをしており、槌の一方は丸く太く、
反対側は細く平たくなっている。木製の末端部には鉄輪（カツ
ラ）がはめられており、これが名前の由来となっている。
　飛石や敷石、縁石など小型の石を据えつける際に重宝して使
われる。槌の太いほうをハンマー代わりにして石を割ったり、
叩いて据え付け高を調整したりする（このときは石の表面に当
てものを敷いて、石を傷つけないようにすること）。槌の細い
ほうは梃

て こ

子として石を動かすのに使う。柄の末端部は突き棒と
して利用したり、石の高さの微調整などにも利用できる。非常
に応用範囲の広い道具である。
　使用後はせっとうと同様に槌と柄の取りつけ部分に緩みがな
いか念入りにチェックすることが必要。また定期的に槌の両端
に焼き入れをすることも大切である。

084

柄

刃

頭

こやすけ

こやすけを石に当ててせっとうで叩いて石材を斫る

たがねを石に当ててせっとうで叩いて石材を割る

かなじめ
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 Ⅵ．竹垣・生垣工事
◆本章の目標
上司の指示に従い、①四つ目垣、②金閣寺垣、③生垣、の施工ができる。そのために必要な
基本事項を理解し、安全に留意して機械・工具を適切に使用することができる。

１．竹垣の歴史

（1）竹垣の歴史
①竹垣の起源
　・透垣　　・立蔀
②さまざまに工夫された竹垣の意匠

竹垣の歴史
　竹垣は、素材である竹のもつ美しさを十二分に生かしてつくられた垣根である。それゆえに仕切りと
か目隠しといった単なる機能的な役割だけでなく、景物として幽玄な世界を表現するに足る美しい風情
を醸し出す。竹垣は、わが国の伝統的な匠の技といっても過言ではない。
　そして家屋の塀や垣根、プライバシーの保護のための衝

つ い た て

立などにも、古くから竹が利用されてきた。『源
氏物語』や『枕草子』などの書物には「透

す い が い

垣」、「立
たてじとみ

蔀」などの言葉がみられ、当時の絵巻には、その絵
が描かれている。透垣、立蔀は、いわば竹垣のルーツといえ、平安、鎌倉時代の頃から竹垣に類するも
のがつくられていたことがうかがわれる。
　竹垣が庭のなかで重要な役割をもつようになったのは桃山時代であった。この時代、千利休らによっ
て茶の湯が成立し、同時に露地すなわち茶庭という新しい庭園様式が確立された。竹垣のもつ決して華
やかすぎない、その風情は、「侘び、寂び」を重んじる露地の景観として、特に外露地と内露地を分け
る仕切りなどとして必須の存在となった。
　江戸時代は、大小の庭園が全国的につくられた時代であり、それとともに竹垣は各地に広まり、実に
さまざまに工夫された。
江戸時代後期に刊行さ
れた『石

い し ぐ み

組園
そ の

生
う

八
や

重
え

垣
が き

伝
で ん

』（秋
あ き

里
ざ と

籬
り

島
と う

・著）と
いう作庭秘伝書には、
40 種近くもの竹垣のデ
ザイン例が図解されて
いる。なかには非常に
斬新なものも描かれて
おり、当時の需要の大
きさと創意工夫のほど
がうかがわれる。 『石組園生八重垣伝』に描かれた竹垣３例

外露地と内露地の結界となる四つ目垣
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２．四つ目垣

（1）基本事項の理解
①四つ目垣の知識
　・竹垣の役割、種類　　・構造
②資材の知識
　・丸太、竹、釘、シュロ縄の種類、特性
③施工の知識
　・施工手順　　・機械、工具
④図面の判読
　・材料の種類と数量
　・構造（高さ、間隔）
　・施工位置・規模

（2）労働安全衛生の確認
①事故防止の急所
　・工具、機械の誤操作による事故の防止

■四つ目垣の構造（下図参照）
●親柱
　通常、スギかヒノキの焼き丸太を用いる。
●間柱
　２間

けん

（約 3.6m）の垣には１本、３間（約 5.4m）
なら２本というように、四つ目垣の長さによって、
本数が決定する（一般に 1.8 ｍごとに１本ずつ加
えていく）。
●胴縁
　胴縁は４段が正式といわれているが、３段のも
のも５段のものも見受けられる。竹の元口と末口
が段ごとに互い違いになる。胴縁と胴縁の間を割

わり

間
ま

と呼び、この割間の間隔が四つ目垣のデザイン
を決定する。
●立子
　胴縁の表と裏に等間隔に交互に立てられてい
る。この立子を２本使い、つまり２本を１組とし
て立てる場合もある（これを「吹き寄せ」という）。

※尺貫法の長さの単位を
　cm に換算（矩尺）
　１分≒ 0.3cm 
　１寸＝ 10 分≒ 3.03cm 
　１尺＝ 10 寸≒ 30.3cm
　１間＝６尺≒ 182cm
　１丈＝ 10 尺≒ 303cm

■四つ目垣の構造
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（3）四つ目垣の施工
①親柱、間柱の設置
　・柱の末元の判別　　・柱の切断（天端）
　・親柱の建て込み　　・間柱の建て込み
②胴縁の取り付け
　・竹の切断（取り付け時の切り口の向き）
　・取り付け位置の印付け
　・取り付け（ウラとモト、バランスに留意）
　・杭がけ、間柱の結束
③立子の取り付け
　・竹の切断（節止め）　　・立子の配置
　・結束（シュロ縄）
④仕上げ
　・高さ、立子の間隔、倒れの確認

■元口と末口
　元口は竹材や丸太材
などの根元に近い径が
太いほうで「モト」と
もいい、末口は逆に先
端部に近い径の細いほ
うで「ウラ」ともいう。

芽
の
先
端
が

末
口
の
方
に
向
く

節

元口（モト）

末口（ウラ）

■竹の切り方
　竹は繊維が同一方向に
細かく並んでいるととも
に表皮が硬いため、木と
同じ感覚で切ると切口の
表皮がささくれてしまう。
刃の細かい竹挽きノコを
使い、竹を少しずつ回し
ながら切ることが大切。

■作業のポイント❶

《四つ目垣の施工①》
①２本の親柱を建てる
　左右両側２本の親柱を丸太の末口（ウラ）

を上に元口（モト）を下に垂直に建てる。
②親柱に水糸を張る
　後で取り付ける立子の頭のラインに合わせ

て水糸を親柱間に張る。
③間柱を建てる。
　水糸に頭を合わせて、２本の親柱の中間に

間柱を建て込む。間柱は胴縁の分だけうし
ろに下げる。

④胴縁を取り付ける
　４段の胴縁の竹を柱間が開かないように上

から順に親柱、間柱に取り付ける。
　まず、竹の末口の方を斜めに節止めに切っ

て、取りつけ部分にキリや電動ドリルで穴
をあけ、片方の親柱に釘止めする。他方の
親柱の面に合わせて元口の方を切り、同じ
ようにキリで穴をあけ柱に釘止めし、中間
の間柱にも釘止めする。

　胴縁は段ごとに元口と末口が互い違いとな
るように注意する。

建

■胴縁の取り付け

■柱の建て込み

※親柱、間柱の丸
太を元口を上にし
て建てると「逆杭」
となって、景観的
にバランスが悪く
なる。



50

■作業のポイント❷

《四つ目垣の施工②》
⑤立子を立てる
　立子用の竹は、上になる末口を節止め

にして切っておく。次に最初に張った
水糸の高さに合わせて、木づちなどで
立子を１本１本叩いて行く。立子は図
面に合わせて等間隔に、まず胴縁の表
側、次に裏側と立てていく。ただし、
間柱の前には必ず立子がくるように
し、両端の立子は表側になるようにし
なくてはならない。

⑥立子を結ぶ
　立子と胴縁のすべての交点を、２本使

いのシュロ縄で「イボ結び」にする。
しかし、すべてイボ結びにすると景趣
が多少固くなるきらいがあるので、２
段目か３段目の胴縁を「からげ結び」
にする場合もある。結び終わったら立
子を左右に動かしてみて、グラグラす
るようであれば、もう一度しっかりと
結ぶ必要がある。

075

末口節止め

木づちなど

水糸

親柱

端の出は
２～３cm

縄の先端
を左上に

輪を上向き
に立たせる

※１）縄は通常黒染めのシュロ縄を２本取りとするが、
　　　わかりやすいように白い縄１本で描いている
※２）  　　は縄の先端部を示す

元を強く
手前に引いて締める

左手の親指
で押さえる

左上方向へ、
強く締めた後、
縄の先端を輪
の中に通す

胴縁

立子

裏は縦に「二の字」

裏側

切る 切る

完  成

◆イボ結びの結び方

輪を立
たせる輪を立

たせる

最初に親柱に縄を結び、通常、左から右へと
からげていく。

◆イボ結びの結び方

◆からげ結びの結び方
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◆裏綾掛けイボ結びの結び方

※この結び方はあくまでも一例である。

四つ目垣の立子をイボ結びで結束 裏綾掛けイボ結び（裏側）
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３．金閣寺垣

（1）基本事項の理解
①金閣寺垣の知識
　・金閣寺垣の役割　　・構造
②資材の知識
　・丸太、竹、釘、シュロ縄の種類、特性
③施工の知識
　・施工手順　　・機械、工具
④図面の判読
　・材料の種類と数量
　・構造（高さ、間隔）
　・施工位置・規模

（2）労働安全衛生の確認
①事故防止の急所
　・工具、機械の誤操作による事故の防止

■金閣寺垣の構造（下図参照）
●親柱
　通常、スギかヒノキの焼き丸太を用いる。
●間柱
　四つ目垣同様に幅（長さ）が１間（1.8m）ご
とに１本建てる。
●胴縁
　胴縁は３段とし半割りの竹を垣根の裏側に取り
付ける。竹の元口と末口が段ごとに交互になる。
●立子
　丸竹を用い、１本使いと２本使い（吹き寄せ）、
が交互になるように立てる。
●押縁
　立子を挟むかたちで胴縁の位置に、表側から半
割り竹の押縁を取り付ける。
●玉縁
　垣根の上部に半割り竹の玉縁を取り付ける。玉
縁は景趣の表現と雨よけを兼ねる。

■金閣寺垣の構造
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（3）金閣寺垣の施工
①親柱の設置
　・柱の末元の判別　　・柱の切断（天端）
　・親柱の建て込み　　
②胴縁の取り付け
　・竹の切断（取り付け時の切り口の向き）
　・取り付け位置の印付け
　・取り付け（ウラとモト、バランスに留意）
　・杭がけ、間柱の結束
③立子の取り付け
　・竹の切断（節止め）　　・立子の配置
　・結束（シュロ縄）
④押縁と玉縁の取り付け
　・丸竹の半割（押縁用と玉縁用の違い）
　・押縁と玉縁の取り付け
　・結束（シュロ縄）
④仕上げ
　・高さ、立子の間隔、倒れの確認

■作業のポイント❸

《金閣寺垣の施工①》
①２本の親柱を建てる
　左右両側２本の親柱を丸太の末

口（ウラ）を上に元口（モト）
を下に垂直に建てる。

②親柱に水糸を張る
　後で取りつける立子の頭のライ

ンに合わせて水糸を親柱間に張
る。

③胴縁を取り付ける
　丸竹を半割りにし、３段の胴縁

として上から順に親柱に取りつ
ける。

　まず、竹の末口の方を斜めに節
止めに切って、取りつけ部分に
キリや電動ドリルで穴をあけ、
片方の親柱に釘止めする。他方
の親柱の面に合わせて元口の方
を切り、同じようにキリで穴を
あけ柱に釘止めし、中間の間柱
にも釘止めする。胴縁は上段と
下段で元口と末口が互い違いに
なるように注意する。

完成した金閣寺垣

金閣寺垣の立子を建てる作業

胴縁

胴縁

胴縁

裏側

斜めに切って親柱に
釘で取り付ける

元口

末口

末口

末口

元口

元口

親柱 親柱

水糸

半
割
竹

の
胴
縁

■親柱を建て水糸を張る

■裏側に胴縁を取り付ける



54

■作業のポイント❺

《金閣寺垣のシュロ縄結束》
⑤立子と押縁の結束
　立子２本合わせの部分と２段目、３段目の押縁・胴縁の交点をシュロ縄で結束する。結び方は、

イボ結びとし、表側が×字、裏がⅡの字になるように縄を掛ける
⑥玉縁の飾り結び
　玉縁の結束も、立子２本合わせの部分を結ぶ。結び方はシュロ縄２本使いの飾り結びとし、表

側に４本の縄を２本ずつ左右に振り分けて垂らす。

④を真上から見る

右からくぐら
せて元縄の下
を通して左へ

玉縁

先端を輪
に入れて
締める

シュロ縄
をねじっ
て束ねる

元縄を上
に引き輪
を締める

締める この状態でゆ
るまなくなる

元縄を右上に
もっていく

◆玉縁の飾り結びの要領

束ねたシュロ
縄を２つ折り
にして、輪をく
ぐらせねじる

元縄で輪をつくり、
立てたシュロ縄を
くぐらせ締める

「さがり」の長さは
15cmくらいとして
切る

※１）縄は通常黒染めのシュロ縄を２本
　　取りとするが、わかりやすいように白
　　い縄１本で描いている
※２） 　　は縄の先端部を示す完  成

ねじりの
高さは
７cm程度

■作業のポイント❹

《金閣寺垣の施工②》
④立子を建てる
　最初に向かって左側の柱づきの立子を１本建て

て、水糸の高さまで木づちで叩いて打込む。２
番目は２本合わせで建てて打込み、以降、１本、
２本合わせと交互に立子を建てていく。

⑤押縁と玉縁を取り付ける
　立子を建て終わったら押縁と玉縁を取り付け

る。押縁と玉縁は、太い丸竹を末口から半割り
にしたものを用いるが、それぞれ割り方が異な
る。竹は芽のある方から見ると真っすぐに見え、
芽の脇の方からみるとジグザクに見える。した
がって、押縁用の竹は、芽を両側に残すように
半割りにし、玉縁用の竹は芽の位置で半割りに
しなくてはならない。

　押縁は、裏側の胴縁の位置に、立子を挟み込む
ように取りつけ、親柱に釘止めする。末口と元
口の方向を胴縁と合わせるようにする。最後に
玉縁を立子にかぶせるように乗せる。

胴縁

押縁
立子

押縁

押縁

玉縁

立子
２本使い

立子
１本使い

元口

末口

末口

末口

元口

元口

■立子を建てる

■押縁と玉縁の取り付け
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４．生垣

（1）基本事項の理解
①生垣の知識
　・生垣の役割、種類　　・構造
②資材の知識
　・苗木の種類、形状、生理、根系、植栽適期
　・苗木の掘り取り・根巻き
　・苗木の荷造り（しおり）
　・丸太、竹、釘、シュロ縄、マルチング
③施工の知識
　・施工手順　　・機械、工具
④図面の判読
　・材料の種類と数量
　・構造（高さ、間隔）
　・施工位置・規模

（2）労働安全衛生の確認

（3）生垣の施工

①事故防止の急所
　・工具、機械の誤操作による事故の防止

①親柱、間柱の設置
　・柱の末元の判別　　・天端の切断
　・親柱の立て込み（末元、垂直の確認）
　・間柱の立て込み（末元、垂直の確認）
②胴縁の取り付け
　・竹の切断
　・取り付け位置の印付け
　・取り付け
③苗木の植え付け
　・配置（表と裏、バランスの確認）
　・植え込み
　・胴縁への結束、保護材の巻き付け
　・整枝剪定
④立子の取り付け
　・竹の切断
　・立子の配置（上下、バランスに留意）
　・結束（シュロ縄の結束）
⑤養生
　・灌水　　・マルチング

■生垣に適する条件
　生垣に用いる樹木は、以下の条件をできるだけ満
たすことが必要である。
①一般的に常緑樹が適する。
②その土地の環境に適したもの。
③排気ガスなどの公害に耐える。
④ 刈込みにも耐え、萌芽力が旺盛。
⑤枝葉が密で下枝が枯れない。
⑥病虫害が少なく管理が容易。

■主な生垣用の樹種
針葉樹：イチイ、イヌマキ、カイヅカイブキ、キャ

ラボク、ヒノキ、サワラ、ラカンマキなど。
常緑広葉樹：イヌツゲ、ウバメガシ、シラカシ、ア

ラカシ、カナメモチ、サンゴジュ、ツバキ、サザ
ンカ、ネズミモチ、マサキ、ヒイラギモクセイ、
西洋イボタ（プリペット）、ベニバナトキワマン
サクなど。

落葉樹：ドウダンツツジ、レンギョウ、ユキヤナギ
などが花や紅葉を楽しむという観賞的価値から利
用される。

■作業のポイント❻

《生垣の施工》
● 1.2 〜 1.5 ｍくらいの生垣は、柱を建て胴縁

を取りつけたあとに、等間隔に列植した苗木
を胴縁に結束して、立子を取りつけて仕立て
る。

●四つ目垣は立子が胴縁の表、裏と互い違いに
するが、生垣用の立子はすべて胴縁の表に立
てるようにする。

●苗木はシュロ縄で胴縁に結束するが、結束す
る部分には杉皮などの保護材を巻く。
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【機械・工具一覧】
■共通

・スコップ：柱の据え穴を掘削する
・つき棒（きめ棒）：柱を据え付ける
・竹ひきノコ：竹を切る
・竹割り：竹を繊維に沿って、縦に割ったり、
そいだりする竹専用のナタ。全長 30cmくらい
で、刃の部分は、長さ 18cmほど、幅３cm強、
厚さ４〜５mmほど。

・ノコギリ（両刃ノコ）：支柱丸太を切る
・キリ：胴縁に打ちつけ穴をあける
・電動ドリル：胴縁に打ちつけ穴をあける
・金槌：柱に胴縁を打ち付ける
・木づち：立子を打ち込む 
・水糸：胴縁の位置、立子の高さをそろえる
・水平器：柱の垂直、水糸の水平をみる
・木バサミ：シュロ縄を切る

■生垣
　・木バサミ・剪定バサミ：不要枝を剪定する
　・ホース・ジョウロ：灌水をする

■道具の使い方⑤

《竹割り》
　金閣寺垣や建仁寺垣などの押縁や玉縁に使うため、丸竹
を半割りにする際には、ウラ（末口）の方から竹割りで割
りを入れる。
　手で引き裂けるくらいの割りを入れて、地面に置いて片
側を持ち上げるようにして割っていく。
　なお、持ち上げる方が薄く割れていくので、数回上下を
入れ替えながら割ると、きれいに半割りにすることができ
る。

竹ひきノコ

各種キリ

電動ドリル

竹割り２種

竹ひきノコ２種

竹割りで竹を半割りにする作業
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 Ⅶ．樹木の植栽工事
◆本章の目標
上司の指示に従い、①樹木の掘り取り、②低木植栽、③高中木植栽、④バランスのよい配植
ができる。そのために必要な基本事項を理解し、安全に留意して機械・工具を適切に使用す
ることができる。

（1）基本事項の理解
①資材の知識
　・樹木の種類、形状、生理、根系、移植適期
　・肥料の種類、特性
　・ワラ縄、ワラ、ジュート、不織布
②施工の知識
　・仮植木と定植木の見極め
　・根鉢の形状寸法
　・根巻きの種類、方法
　・作業手順　　・機械、工具
③施工の知識
　・施工手順　　・機械、工具

１．樹木の掘り取り

低
木
類

アカマツ
イヌマキ
カイヅカイブキ
カヤ
クロマツ
サワラ
スギ
ヒマラヤスギ
モミ
イチョウ
ラクウショウ
アラカシ
ウバメガシ
キンモクセイ
クスノキ
サザンカ
サンゴジュ
シラカシ
タイサンボク
ツバキ
ネズミモチ
モチノキ
モッコク
ヤマモモ
イロハモミジ
ウメ

主な樹木の移植適期一覧 は最適期　　適期　数字は月

針

　葉

　樹

広
葉
樹

常

　緑

　樹

常
緑
樹

落
葉
樹

落
葉
樹

樹　種 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12区分

落
葉
樹

常
緑
樹

落
葉

樹　種 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12区分
ケヤキ
コブシ
サクラ
ザクロ
サルスベリ
ハナミズキ
ヒメシャラ
ムクゲ
アオキ
アセビ
アペリア
イヌツゲ
カンツバキ
キョウチクトウ
クチナシ
ツツジ・サツキ
ジンチョウゲ
シャリンバイ
トベラ
ヒイラギナンテン
ハマヒサカキ
アジサイ
エニシダ
コデマリ
ドウダンツツジ
ニシキギ
マンサク

広
葉
樹

中

　高

　木

中

　高

　木

※関東地方を基準とする
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（2）樹木の掘り取りと根巻き
①掘り取り
　・寸法規格、樹姿、樹勢、根系の確認
　・目測による掘り取り根鉢の寸法、形状の判断
　・掘り取り
②根巻き
　・ワラ巻き、ワラ縄巻き、ジュート巻き

■作業のポイント❶

《樹木の掘り取り》
●鉢の大きさの決定と掘り取り

・鉢は根の分布に合わせて行う。大きくし過ぎると、根が鉢に十分入っていないため、掘り上げ
に際して鉢土が崩れてしまう。したがって根と土が密になった硬い鉢とすることが望ましい。

・高・中木の鉢の直径は、一般に幹の根元の直径の４〜５倍を標準とする。この直径を現場で簡
単に求める方法として、ロープで幹の根元の周囲を測り、そのロープを二つ折りにして、幹を
中心として円を描くとよい。こうすると鉢の直径は幹の根元直径の大体４倍強となる。

・鉢の深さは、鉢の直径と同じか、その半分くらいの長さの範囲で決めるのが標準だが、実際に
は鉢の側面を掘ってみて、その根の状況を見てからでないと決められない。

・一般的には、鉢の側面を掘り下げていって、鉢の側面に現れる側根が急に少なくなるあたりを
垂直部分の終わりにする。そして、その位置から鉢の中心に向かって斜めに掘り進み、鉢の下
のほうの土を取り除く作業にかかる。

　なお、鉢の深さ（厚さ）は、上図のように「貝尻鉢」、「並鉢」、「皿鉢」、と３つに大別され、根
が深根性の樹木は貝尻鉢、浅根性の樹木は皿鉢、中庸性の樹木は並鉢とするのが普通である。

●根巻き作業（揚げ巻き）
・根巻きは、①根を乾燥させない、②細根が傷まないように保護する、③根と土の密着状態を移

植以前のままに保つなどの目的で行われる。
・鉢の直径が 40cm に満たない小さい樹木の掘り取りは、掘り終わったら、鉢土が崩れないよう

に持ち上げ、穴から出して、縄を巻き締めるようにすると、作業がやりやすい。このような方
法を「揚げ巻き」と呼んでいる。また、
近年では、ワラやコモが入手しづらくなっ
てきたため、パルプに補強糸を織り込ん
だ不繊布や、麻布（ジュート）などが主
に根巻き材として使用されている。

●樽巻き
・縄を鉢の上下に斜めに掛けながら、叩き

締めを行う。この作業を「かがり」という。
かがりの縄の掛け方には「三つ掛け」、「四
つ掛け」、「ぐるぐる巻き」などの種類が
あり、尻かがりで根鉢底からの土の脱落
を防ぐ。 樽巻きの鉢かがりの種類
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（1）基本事項の理解
①資材の知識
　・低木の種類、形状、生理、根系、植栽適期
　・肥料の種類、特性　　・マルチング材
②施工の知識
　・植え付けの手順	
　・剪定、マルチングの意義
　・機械、工具
③図面の判読
　・資材の種類、形状寸法、数量
　・植え付け方法　　・植え付け位置

（3）低木の植え付けと養生
①植え付け
　・植穴の人力の掘削（目視による植穴の設定）
　・施肥
　・植え込み（樹形のバランス、群植のバランス）
　・埋め戻し　　・整枝剪定
②養生
　・灌水　　・マルチング

２．低木植栽

（2）労働安全衛生の確認
①事故防止の急所

①根巻き前の鉢の様子 ②鉢にコモを巻く

③ワラ縄を巻いて叩き締める（樽巻き） ④かがりの作業を行う（四つ掛け）

■根巻き（樽巻き）の方法
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■作業のポイント❷

《樹木の植え付け法》
●植穴掘り
　植え付け位置が決まったら、そこに植穴を掘る。植穴の幅は、植え付ける木の鉢の径よりも大きめに、
深さは鉢の厚さよりも、やや深めに掘る。穴の底はよく耕し、中央部は少し高く山型に土を盛っておく。
これは樹木を立て込んだ際に、樹木を回転させやすく、容易に向きを調整できると同時に、土を埋め戻
すとき、鉢の真下にも土が入りやすくするためである。
●水極め法

・鉢を植穴に入れたら、土を半分ほど埋め戻したあと、水をたっぷ
りと注ぐ。突き棒で突いたりかき回したりして、泥状になった土
が根と根の間にまんべんなく入るように密着させる。

・この後、さらに土と水を入れ、同じ動作を繰り返しつつ埋め戻し
ていく。これを「水極め」という。
●水鉢づくりと灌水
　埋め戻しが終わったら、木の根元の外周に鉢の径ほどに盛土し、
輪状の土手を築く。この作業を「水鉢を切る」と言い、灌水の水、
あるいは雨水を根元に溜めておくようにするためのものである。
ただし、この水鉢はいつまでも残しておかず、活着の見通しがつ
けば今度は排水に心掛けなくてはならないので、つぶして平坦に
均すようにする。

（1）基本事項の理解
①資材の知識
　・高中木の種類、形状、生理、根系、植栽適期
　・高中木の荷づくり（しおり、樹皮保護）
　・肥料の種類、特性
　・支柱材（竹・丸太・シュロ縄）の種類、特性
　・幹巻き材（緑化テープ）
　・マルチング材
　・樹皮保護の養生材
②施工の知識
　・植え付けの手順　　・土量の変化
　・樹木の表と裏　　・土極めと水極めの方法
　・支柱の種類　　・剪定、マルチングの意義
　・機械、工具
③図面の判読
　・資材の種類、形状寸法、数量
　・植え付け方法　　・植え付け位置
　・支柱の構造　　・養生の方法

３．高中木植栽

（2）労働安全衛生の確認
①事故防止の急所

（3）高木の植え付け準備と養生
①植え付け
　・植穴の人力掘削（目視による植穴の設定）
　・施肥
　・植え込み（表と裏、樹形のバランスを考慮）
　・埋め戻し　　・整枝剪定
②養生
　・支柱
　・幹巻き（緑化テープの巻き方）
　・灌水　　・マルチング

〈水ぎめの方法と水鉢づくり〉

水鉢水
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■作業のポイント❹
《支柱》

　移植したばかりの樹木は、まだ根づいておらず、強風に倒されてしまう恐れがある。また、わずかな
風でも、樹木が揺り動かされることによって、根鉢にひび割れが生じ、根に水分が十分に供給されなく
なる。このようなことを避けるため、移植した樹木には、丸太や竹を用いて支柱を掛ける必要がある。
しかし支柱はあくまでも仮設物であるということを認識しておく必要がある。
　支柱には、添え木、八つ掛け、布掛け、鳥居型、方杖などの種類がある。

八つ掛け支柱の正面図 八つ掛け支柱の平面図

布掛け支柱

120

釘打鉄線掛け

釘打鉄線掛け

シュロ縄掛け
杉皮 950

600
90

90

90

1800

650
杉丸太

鳥居形支柱 側面図（左）・正面図（右）

方杖支柱

八つ掛け支柱の正面図 八つ掛け支柱の平面図

布掛け支柱

120

釘打鉄線掛け

釘打鉄線掛け

シュロ縄掛け
杉皮 950

600
90

90

90

1800

650
杉丸太

鳥居形支柱 側面図（左）・正面図（右）

方杖支柱

八つ掛け支柱の正面図 八つ掛け支柱の平面図

布掛け支柱

120

釘打鉄線掛け

釘打鉄線掛け

シュロ縄掛け
杉皮 950

600
90

90

90

1800

650
杉丸太

鳥居形支柱 側面図（左）・正面図（右）

方杖支柱

《支柱の種類》

■作業のポイント❸
《幹巻き》

　移植したばかりの樹木は、夏の強い日射しや冬の厳
しい寒さで幹肌が割れる等の被害を受けるので、しっ
かりと守ってやらなければならない。そのためにワラ
やコモ、緑化テープなどで幹巻きを行い、樹木を保護
する必要がある。
　幹巻きはもともと植え付け後に行うものであるが、
最近では、作業のやりやすさから、植え付ける前に樹
木を寝かせて行うことが多い。

ワラによる幹巻き 緑化テープによる幹巻き

水
突き棒鉢盛り土

❶植え穴を掘る。 ❷樹木を立て込む。 ❸土を鉢の半分くらいまで入れ
　水を注ぎ棒で突き込む。　

《水極め法による植え付け》
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４．配植の方法

【一口コラム⑤】木の表と裏
　木には表と裏がある。
　木の表と裏の見分け方は、一般に日照を受けて葉が多く茂り、幹の皮肌も艶やかで美しい方、または
枝振りが均等に前後左右にバランスよく整って見える方が表、その反対側が裏となる。
　株立ちの場合はすべての幹が見えるほうが表、例えば二本の株立ちならば二本の幹が、三本の株立ち
ならば三本の幹すべてが他の幹と重ならないで見えるほうが表となる。
　単植の植栽の場合は、表を観賞位置の正面に向けて植えるのが普通である。

（1）基本事項の理解
①配植とは
　・樹木同士の相互バランス
　・水景や石組、建物や構造物との調和
②樹木の気勢
③寄植えの基本
　・２本植え　　・３本植え
　・４本以上の配植

■作業のポイント❺

《配植の基本》
　配植とは「庭のどこに、どのような樹種を何本、どのように植えるか」ということである。と一口に
いうとわりと簡単そうに聞こえるが、これがなかなか難しい。その地域の気候や土壌、日照や通風といっ
た環境条件を踏まえつつ、庭のテーマやデザインに即して選んだ樹木を組み合わせて植栽し、一つの景
観を表現しなくてはならないのである。
　配植の方法は、つくり手の感性によるものが多く、特に決まりがあるわけではない。庭師の腕とセン
スが最も顕著に表れるのが配植であろう。
　見る視点と歩く動線、また樹木の生長度合いを考慮して数年後どのような景観となるかを念頭に置き、
樹木と樹木の相互のバランス、水景や石組、建物や構造物との調和を十分に考えて配植することが大切
である。また、配植にも気勢が重要な役割を果たしている。球形に仕立てられた刈り込みは周囲に向かっ
て少しずつ気勢を発しており、長く枝が伸びている樹木は、その先端から発した気勢が強く空間全体に
影響を及ぼす。
　この気勢を無視して配植を行うと、散漫で落ち着かない庭になりかねない。気勢は衝突や反発、ある
いは途中で断ち切ったり、勝手気ままに分散するのを避け、できるだけ統一性を持たせて、まとまりの
ある空間をつくることが重要となる。

■単植（１本植え）
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【機械・工具一覧】
　・エンピ：掘取りをする
　・地車：敷地内で小運搬をする
　・スコップ：植穴掘り、埋め戻し、水鉢をきる
　・つき棒（きめ棒）：しっかり土を入れて締め固める
　・ジョレン：土砂を掻き寄せたり、敷き均す
　・こうがい板：低木植え付け後の整地をする
　・木バサミ：細い枝を切ったり、シュロ縄を切る
　・剪定バサミ：整枝・剪定をする
　・カッター：緑化テープをカットする
　・ホース：灌水をする
　・ミニバックホウ：植穴を掘る
　・一輪車：資材を運ぶ

〈地車〉地  車

■作業のポイント❻

《寄植えの基本》
　寄植えをするときは、単植の場合と異なり、すべての木を表に向けて植えるというわけにはいかない。
２本なら２本、３本なら３本の木同士のまとまりが互いに補完しあって一つの景観をつくるからである。
２本植え：２本植えの場合、主木に対して添えとなるように主従関係をはっきりさせて植えるようにする。
横に並列に並べて植えると単調になり、景に味わいがなくなるので、主木の斜め前か、斜め後ろに主木
より低い添えの木を植えるとよい。この場合、大切なことは、それぞれの木の幹の傾きや枝の出方をよ
く見て、２本を配植したときの全体の気勢が地中の１点から上へ向かって放射状に出ているように植え
ることである。ただし、横方向への気勢が強すぎると２本の木が反発するように見えてしまうので注意
が必要。また、観賞位置から見て、「あや」といって幹どうしが×の字に交差したり、互いの木の気勢が
正面衝突するような植え方をしてはならない。このような植え方をすると枝が伸長して互いにからみ合っ
てしまう。
３本植え：３本植えの場合も、それぞれの樹姿をよく見て、３本の木の気勢が地中の１点から上へ向かっ
て放射状に出ているように植える。また、３本の木は平面的に見ると根元を結ぶラインが不等辺三角形
となり、立体的に見るとそれぞれの頂点を結ぶラインが不等辺三角形となるように植えるのが自然風植
栽の基本である。
　それ以上の本数の寄植えは、単植、２本植え、３本植えを基本的な植栽単位として、さらに不等辺三
角形をつくっていくように組み合わせることによって、自然風の調和を求めるようにするとよい。

二本植えは観賞位置から見
て左右均等に気勢が出てい
るように配植するのが基本

悪い例①　観賞位置か
ら見て幹が交差する

悪い例②　観賞位置から
見て気勢が正面衝突する

気勢 気勢

気勢

添え

添え

添え

添え

不等辺三角形

不等辺三角形
不等辺三角形

不等辺三角形

平面的に見て、真、対、添え
の中心を結ぶラインが不等辺
三角形となるように配植する

気勢が地中の１点から上へ向か
って放射状に出ているように植え
る。また３本の木は平面的に見
ても立体的に見ても不等辺三角
形となるように植えるのが基本

３本以上の寄植えも、３本の
不等辺三角形を基本単位とし
て、さらに不等辺三角形をつ
くっていくように配植する

真

対

対 対

対

真
真

真

気勢

気勢

気勢

■２本植え ■３本植え



 Ⅷ．地被・草花の植栽工事
◆本章の目標
上司の指示に従い、①芝張り、②下草植栽、③草花植栽、ができる。そのために必要な基本
事項を理解し、安全に留意して機械・工具を適切に使用することができる。
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１．芝張り

（1）基本事項の理解
①資材の知識
　・シバの種類、形状、特性
　・目土の種類、特性
　・肥料の種類、特性
②施工の知識
　・芝張りの手順
　・機械、工具
③図面の判読
　・材料の種類と数量
　・植え付け方法　　・施工位置

（2）芝生の造成
①植栽基盤工
　・整地、不陸整正
②芝張り
　・配置　　・施肥　
　・転圧　　・目土かけ
③養生
　・灌水

■日本芝と西洋芝

①日本芝
　夏芝とも呼ばれ、冬場は枯れて休眠状態になる。
高温多湿の日本の気候風土に適し、おおむね、踏
圧や刈り込みにもよく耐える強い性質をもってい
るが、十分な日照がないとよく育たない。野芝は
公園や運動場向き、コウライ芝などは住宅庭園に
広く利用されている。

②西洋芝
　おおむね、涼しく乾燥しているところが適して
いるので、日本の気候では管理が難しく、一般の
住宅庭園にはあまり向かず、もっぱらゴルフ場の
グリーンなどに使われる。また、市販の西洋芝は
種子を播いてつくるのであるが、発芽しにくく、
美しい芝生をつくるには技術と手間が必要であ
る。代表的な種類であるベントグラスやブルーグ
ラス類は、冬場でも枯れずに青々としており、冬
芝とも呼ばれている。
　気候、日照、土壌など、芝を張る場所の生育環
境をよく見極め、用いる芝の種類を選ぶ必要があ
る。

■切芝
　張芝の材料となる切芝は、36cm × 28cm の短
冊状で、１束 10 枚で売買されており、１束がお
よそ１㎡である。なお、機械によってロール状に
巻かれたロール芝（36cm × 140cm ×２枚）を用
いて張芝を行う場合もある。
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日本原産の芝で、東北・中国・九州地方に自生。低温や病虫害

に強く丈夫で、手入れが簡単であるが、住宅庭園にはあまり適

さない。主に公園や運動場に見られ、寒冷地にも用いられる。

葉が小さく、密な美しい芝生となるが、性質が弱く、生長も極

めて遅いので繁殖が難しい。したがって広範囲な公園などには

向かず、住宅庭園のごく限られた狭い部分に用いられる。

バミューダグラスと他種との交配によってつくられた芝で、踏

圧や刈り込み、病虫害に強い。生長も速く丈夫な美しい芝生を

つくる。公園や運動場、洋風庭園にも適す。

わが国の住宅庭園では、最も広く用いられる代表的な芝。低温

に強く、野芝よりも葉が柔らかいので、美しい芝庭をつくる。

ただし、美しさを保つためには、絶えず刈り込むなど、常日頃

の管理が重要である。

発芽や初期の生育が遅いのが欠点だが、やわらかく緻密な淡い

緑の葉をもち、美しい芝生をつくる。冷涼地を好み、北海道、

東北、関東北部、中部山岳、北陸地方などでよく育つ。主にゴ

ルフ場のパッティンググリーンなどに用いられる。

かなり丈夫な芝で、特に踏み圧、刈り込みに強いが、暑さに弱

く冷涼地を好む。発芽が遅く美しい芝生になるまでには少々時

間がかかる。公園、運動場、ゴルフ場などに適するが、北海道

では一般の住宅庭園にも用いられている。

コウライ芝の改良品種。性質や用途はコウライ芝とほぼ同じで

あるが、コウライ芝よりも葉が繊細で密生する。

踏圧、刈り込み、暑さに強く、環境適応性に優れるが、日照不

足に弱い。公園や運動場、ゴルフ場などによく使われる。

特徴と用途種　　類

日

　本

　芝
夏

　
　型

冬

　
　型

西

　洋

　芝

コ ウ ラ イ 芝

ヒメコウライ芝

ビ ロ ー ド 芝

ティフトン類

ケンタッキー・
ブルーグラス

主な芝の種類と特徴・用途

野　　　　　芝

バミューダ・グラス

ベントグラス類

■作業のポイント❶
《芝張り》

●張芝の方法
・芝を張りつけるにあたっては、まず、整えた床土の上に切芝片を並べていく。この並べ方には、上図に

示すように、べた張り、目地張り、市松張り、筋張りなどの方法がある。
・造成直後から、ほぼ完成された芝生を見たい場合には、べた張りにするが、通常は目地張りとし、目地

幅は 1.5 〜 3.0cm 程度の範囲で調節する。目地を格子形にすると、雨水などがそこを容易に流れるこ
とによって、目地の土が洗い流されてしまうので、目地は互い違いになるようにする。

・切芝を並べ終えた後は、芝と土をよく密着させるために、角材などを用いてたたいておく。そして、面
積が広い場合には、ローラーを使って転圧する。

●目土
・篩にかけて細かくした砂壌土などを、芝生の上に薄く敷きならし、目地や地下茎の間にすき間ができな

いように、土を鋤き込む。
・目土は、こうがい板などを使って敷きならすが、この時、目地にしっかりと押し込むようにする。
・目土の厚さは、目地に入る土も含めて３〜 10mm くらい、つまり、芝の葉先が目土の上に現れる程度

とするが、春期はやや厚めに、夏期はやや薄めにかけるようにする。
●張芝の時期

・張芝は、播種による方法に比べて、芝張り可能な期間が長いのが普通である。つまり、張芝は、原則と
して、真夏と、10 〜２月の休眠期間を除けば行うことができる。

・例えば、最も一般的なコウライシバでは関東の場合、４月中旬から 10 月頃までが生長期であるから、
３月から９月までの間であれば、真夏を除いて芝張りが可能で、最適期は、その内でも３月中旬から
４月下旬までである。そして、10 月以降になって芝張りを行った場合には、根が十分に張らないうちに、
霜柱によって芝が持ち上げられてしまうので、活着困難になることが少なくない。
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２．苔・下草植栽

（1）基本事項の理解
①資材の知識
　・苔・下草の種類、形状、特性
　・肥料の種類、特性
②施工の知識
　・苔・下草の植え方
　・機械、工具
③図面の判読
　・材料の種類と数量
　・植え付け方法　　・植え付け位置

（2）苔・下草植物の植え付けと養生
①植え付け
　・植穴掘り　　・施肥
　・植え込み、埋め戻し
②養生
　・灌水、霜除け、日除け

■作業のポイント❷

《苔を張る》
①苔の生育環境
　日本に自生する苔は 2000 種類にも及ぶといわれるが、通常、庭園で使用されるものには、最も多く用
いられているスギゴケをはじめ、シノブゴケ、ハイゴケ、シラガゴケ、ヒノキゴケ、スナゴケなどがある。
その土地の環境や庭の立地条件に適応した種類を選ぶことが大切である。
日照：苔はほかの植物と同じく光合成をして生きているので、日照不足では育たない。ただあまり強い
日射は必要なく、直射日光を嫌う。半日陰が最適である。「苔は朝露の降りる場所に植えろ」という言葉
がある。
　朝露は夜間に土面から上昇した水蒸気が早朝の冷たい大気に冷やされて、水滴になったものである。
朝露が降りるところは、地面や草木からの水分の蒸発が活発で湿度が高い。苔はこの朝露を吸って茎葉
を開き、柔らかな朝日を浴びて光合成を行う。日中は気温も上がり湿度も低くなるので、葉をしおれさ
せて光合成を休む、これが苔の一日の生活リズムで、つまり苔が半日陰を好む理由である。
　午前中に光が当たり、直射日光が長時間当たらないような場所を選んで苔を植え、かつ夏場は木陰、
冬場は枝越しに木漏れ日が差し込むように、木々との関係も重視する必要がある。
湿度：苔は空気中の水分を葉や茎から直接吸収することによって生活している。十分な湿度がないよう
な場所では、夕方に散水するとよい。ただし、水の量が多すぎると、病原菌の繁殖を助長してしまう。
また、高温下での多湿は特に苦手で、蒸れて枯れてしまうことがあるので注意が必要である。
通風：苔の上を風が通り抜けると、空気中の湿度が奪われてしまい、苔の生育に必要な水分が不足する。
苔の付近は、竹垣や生垣などで風を遮るようにするとよい。
土質：苔は根から水分を吸収するわけではないので、苔の生育に土中の水分はほとんど必要ない。土は
砂質で水はけのいい土質が適している。
　土中に水が溜まると、病原菌が発生する原因となりかねないので、土中の過湿を防ぐような土壌づく
りが必要となる。
②苔の張り方
　苔を張る時期としては、３〜５月が適しており、日差しの強い夏場や乾燥する冬場は避けるようにする。
また、水はけのよい土壌をつくるために、畑土と川砂を混ぜて、  その下に砂利を敷いて排水層をつくっ
たり、地面に起伏をつけ、築山風にすることも一考に値する。こうすることによって景観にも深みが出る。
　苔を張る手順としては、まず苔を張る部分の土を掘り起こし、土を細かく砕いてレーキなどを用いて
均す。苔片に水をたっぷり含ませてから、すき間ができないようにして土の上に並べていく。
　しっかり押し付けるようにして密着させ、その後で軽く灌水する。
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３．草花植栽
（1）基本事項の理解

①資材の知識
　・苗、球根の種類、形状、特性
　・苗の荷づくり、養生、病虫害の見極め方
　・肥料の種類、特性
②施工の知識
　・植え方　　・機械、工具
③図面の判読
　・材料の種類と数量
　・植え付け方法　　・植え付け位置

（2）草苗や球根の植え付けと養生
①植え付け
　・仮置き（配植のバランス）
　・植穴掘り　　・施肥
　・植え込み、埋め戻し
②養生
　・灌水、霜除け、日除け

■作業のポイント❸

《下草をあしらう》
●植物学的に下草の規定というのはないが、主に丈が１m 未満の草本類で、グランドカバーや高木の足

下や庭石の根締めに使うものを下草と呼んでいる。おおむね丈夫で管理に手間がかからないものが多
い。下草は庭のなかで決して主役にはならないが、植え方・あしらい方によって、さまざまな風情を
つくる名脇役である。

●下草の扱いは種類によってさまざまで、１株〜数株でその草姿を表現するものや、リュウノヒゲ、タ
マリュウ、フッキソウなどのグランドカバーのように固まりで風情を表現するものがある。

●グランドカバーとして扱う場合は、地表に全体の固まりでベタに植えたり、１㎡当たり何株（ポット）
といった植え方をする。

●高木の足下に植える場合は、高木の樹姿を生か
しつつ、下草自体も生きるように草丈や草姿、
草の向き、花色などを考えて植え、石の根締め
とする場合は石の姿かたちに巧く調和し、互い
に引き立て合うような植え方をする。

●下草どうしの寄植えも樹木の配植同様に不等辺
三角形としたり、互いの気勢を考えて草丈や向
きを考慮する。生長後の風情をしっかりと予測
して植えることが重要となる。

アカンサス（ハアザミ）、アストランティア、
アマドコロ、イカリソウ、ギボウシ、
キョウガノコ、シャガ、シュウカイドウ、
シラユキゲシ、シラン、スズラン、ツワブキ、
ハナシノブ、ヒマラヤユキノシタ、
フクジュソウ、フッキソウ、ヘメロカリス、
ホトトギス、ミヤコワスレ、ヤブラン、
ヤマブキソウ

ウインターグラジオラス、カキツバタ、
キショウブ、シュウメイギク、ハナショウブ、
ミソハギ

アルメリア、カーネーション、
クリスマスローズ、ポピー、
ムラサキセンダイハギ

バーベナ（ヒメビジョザクラ）、
フィソステギア、ペチュニア、
ペーパーカスケード（ハナカンザシ）

■主な下草類
日陰を好むもの

湿地を好むもの

耐寒性のあるもの

耐暑性のあるもの

下草を石組の根締めとして植えて独特の趣を表現
（2014 全国都市緑化しずおかフェア・造園連出展庭園より）
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【機械・工具一覧】
■共通
　・地ごて：植え付け後に表面を整形する
　・スコップ：耕運する
　・レーキ：整地、施肥（元肥）をする
　・ジョレン：植え付け前に地均しをする
　・こうがい板：植え付け前と後に整形する
　・ホース・ジョウロ：灌水をする
■芝張り
　・ローラー：芝を転圧する
■下草・草花の植え付け
　・移植ごて：下草や草花の植穴を掘り、植え付ける

ジョレン

移植ごて２種

■作業のポイント❹

《草花の植え付け》
①計画を立てる〜草丈や開花期を考えて組み合わせる
　草丈が高くなるものは背後に、低いものは手前に植えるのが基本で、年間を通して何らかの花が咲い
ているのを望むのならば、順次開花期をずらして植えこむか、年間に数回の植え替えが必要となる。ま
た花の色彩計画や草花の生育条件を考えることも重要。日当たりを好むものと日陰を好むものを同じ場
所に植えても、同じようには育たない。花の美しい庭をつくるためには綿密な計画が必要となる。
②株数の計算とポット苗の仮置き
　図面より積算した株数を基準に１〜２割増しの苗を準備する。特に立体的な花壇の場合、平面上での
計算どおりにはいかないことが多い。
　植え込む前に、ポット苗を仮置きして配置のバランスと数を確認する。１・２年草のポットを置く間
隔すなわち株間は 15 〜 20cm ほど、１㎡当たり 25 株くらいが目安。宿根草は年々株が大きくなるので、
１㎡当たり 10 〜 15 株ほどで十分であろう。
③苗の植え付け
　草花を植え付ける際には、背後から手前へ向かって順次植えていく。円形の花壇であれば中央から周
辺部へと作業を行う。ポット苗はポットを抜いて基本的に土を落とさないで植え付けるが、根がびっし
りと回っている場合は軽く土をほぐしてから植える。苗は決して深植えにしないで、かといって浅植え
もよくない。根が土の表面から出ない程度がよい。
また苗は木のように明確な表裏があるわけではな
いが、花が咲く向きをよく見て、一株一株確認し
ながら、観賞する方向にそろえることが大切であ
る。
④球根の植え付け
　球根類にはチューリップやアネモネ、ヒヤシン
ス、ムスカリなどの春に開花する秋植えの球根類
と、ダリア、グラジオラス、カンナなどの夏から
秋に開花する春植えの球根類があるので、適期を
逃さずに植えることが大切。植える深さは種類に
よって異なるが、球根の長さ（高さ）の 3 倍くら
いの深さを目安とする。

草花の苗を植え付ける作業
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